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１．地勢

※1 東経・北緯は、世界測地系を使⽤しています。
※2 ⾯積は、令和4年4⽉１⽇時点で国⼟交通省国⼟地理院が公表した

「全国都道府県市区町村別⾯積調」による。

 ⼩平市は東京都⼼の⻄⽅26km、北緯35度41分41.8秒、東経139度28分
41.5秒に位置し、武蔵野台地上に平坦な地形をなしています。市域の東は⻄東
京市、⻄は東⼤和市・⽴川市に、南は⼩⾦井市・国分寺市に、北は東久留⽶
市・東村⼭市に接しています。市域は東⻄約9km、南北約4kmで、⾯積は
20.51k㎡であり、多摩26市中10番⽬の広さです。
 市内には7つの鉄道駅があり、⻄武新宿線、⻄武拝島線が市を東⻄⽅向へ結
び、JR武蔵野線、⻄武国分寺線、⻄武多摩湖線が所沢、国分寺⽅⾯に連絡して
います。
 また、市内を⾛る幹線道路は、市の中央を⻘梅街道、その北側を新⻘梅街
道、南側を五⽇市街道が東⻄⽅向に横断し東京の中⼼部を結び、府中街道、新
⼩⾦井街道、⼩⾦井街道が南北⽅向に縦断しています。
 ⽟川上⽔の開通に伴い新⽥開発がなされ、⻘梅街道に沿って列状に並ぶ農家
と、その背後に細⻑い短冊型の畑地と林地のある独特な集落が形成されてきた
歴史があり、その後7つの駅周辺を中⼼に都市化が進み、住宅都市として発展し
てきました。

⼩平市の位置

第１章 ⼩平市のまちの現況
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⼩平市のまちの現況

２．⼈⼝

（１）⼩平市の⼈⼝

図表1-1 総⼈⼝の推移 令和4年1⽉1⽇現在

資料︓統計書（令和3年版）

 ⼩平市の⼈⼝は、令和4年1⽉1⽇時点で19万5,361⼈であり、平成14年(20
年前)の17万4,333⼈と⽐べ、約12%増加しました。平成25年に対前年⽐で⼤
きな増加率が確認できますが、これは外国⼈登録制度が廃⽌され平成24年７⽉
９⽇より外国⼈住⺠も住⺠基本台帳制度の対象となる法改正があったためと推
測されます。総⼈⼝は平成5年から緩やかな増加を続けてきましたが、令和4年
に対前年⽐増加率がマイナスに転じ、ここ30年で初めて⼈⼝総数の減少が確認
されました。

174,333
180,314

195,361

-0.5

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

平
成
５
年

平
成
６
年

平
成
７
年

平
成
８
年

平
成
９
年

平
成
１
０
年

平
成
１
１
年

平
成
１
２
年

平
成
１
３
年

平
成
１
４
年

平
成
１
５
年

平
成
１
６
年

平
成
１
７
年

平
成
１
８
年

平
成
１
９
年

平
成
２
０
年

平
成
２
１
年

平
成
２
２
年

平
成
２
３
年

平
成
２
４
年

平
成
２
５
年

平
成
２
６
年

平
成
２
７
年

平
成
２
８
年

平
成
２
９
年

平
成
３
０
年

平
成
３
１
年

令
和
２
年

令
和
３
年

令
和
４
年

対
前
年
増
加
率(

％)

⼈
⼝
総
数(
⼈)

⼈⼝総数(⼈) 対前年増加率(％)

第１章

2



⼩平市のまちの現況

図表1-2 多摩26市の⼈⼝総数 令和4年1⽉1⽇現在 単位（⼈）

資料︓東京都総務局、住⺠基本台帳⼈⼝

 ⼩平市は、多摩26市の中で6番⽬に⼈⼝が多く、隣接する７市の中では⻄東
京市に次いで2番⽬に⼈⼝が多くなっています。
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⼩平市のまちの現況

（２）年齢階層別の⼈⼝

図表1-3 年齢階層別の⼈⼝ 令和4年1⽉1⽇現在 単位（⼈）

資料︓東京都総務局、住⺠基本台帳⼈⼝
図表1-4 年齢階層別の⼈⼝（男⼥別） 単位（⼈）

資料︓東京都総務局、住⺠基本台帳⼈⼝

635 147 488

5,461 6,117
75〜79歳 8,550 3,776 4,774

23.52%
100歳以上 106 8 98
合計 195,361 95,754 99,607 195,361

95〜99歳

63.54%
60〜64歳 10,958 5,479 5,479
65〜69歳 9,723 4,818 4,905

45,954

90〜94歳 2,480 748 1,732

80〜84歳 7,448 2,942 4,506
85〜89歳 5,434 2,028 3,406

70〜74歳 11,578

5,371 5,367

50〜54歳 15,657 7,877 7,780
55〜59歳 13,447 6,821 6,626

40〜44歳 13,662 7,038 6,624
45〜49歳 15,381 7,870 7,511

10〜14歳 8,599 4,435 4,164 12.94%
15〜19歳 9,140 4,662 4,478

124,13330〜34歳 10,910 5,472 5,438
35〜39歳 12,611 6,470 6,141

20〜24歳 11,629 5,761 5,868
25〜29歳 10,738

0〜4歳 7,751 3,945 3,806 25,274
5〜9歳 8,924 4,625 4,299

 令和4年１⽉１⽇現在の年齢階層別の⼈⼝構成⽐を⾒ると、年少⼈⼝（0〜14
歳）が12.94％、⽣産年齢⼈⼝（15〜64歳）が63.54％、⽼年⼈⼝（65歳以
上）が23.52％となっています。
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⼩平市のまちの現況

図表1-5 年齢階層別の⼈⼝の推移 各年1⽉1⽇ 単位（⼈）

資料︓東京都総務局、住⺠基本台帳⼈⼝

図表1-6 年齢３区分の推移 単位（⼈）

資料︓東京都総務局、住⺠基本台帳⼈⼝

 平成30年から令和4年の年齢階層別⼈⼝の推移を⾒ると、⽣産年齢⼈⼝及び
年少⼈⼝の割合が減少傾向となっている⼀⽅、⽼年⼈⼝の割合が増加傾向と
なっています。

年齢階層 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年 令和4年

5〜9歳 8,494 8,734 8,806 8,929 8,924
0〜4歳 8,396 8,541 8,425 8,196 7,751

15〜19歳 9,518 9,450 9,348 9,082 9,140
10〜14歳 8,063 8,086 8,274 8,455 8,599

25〜29歳 10,564 10,672 10,857 10,918 10,738
20〜24歳 12,288 12,379 12,399 12,008 11,629

35〜39歳 12,999 13,073 12,838 12,789 12,611
30〜34歳 11,481 11,447 11,305 11,204 10,910

45〜49歳 15,419 15,587 15,806 15,762 15,381
40〜44歳 14,765 14,523 14,086 13,805 13,662

55〜59歳 11,524 12,161 12,658 13,445 13,447
50〜54歳 14,079 14,454 14,796 14,844 15,657

65〜69歳 11,488 10,834 10,235 9,887 9,723
60〜64歳 9,777 10,005 10,220 10,544 10,958

75〜79歳 8,635 8,970 9,232 8,898 8,550
70〜74歳 9,773 10,203 10,672 11,277 11,578

85〜89歳 4,410 4,682 4,848 5,231 5,434
80〜84歳 7,319 7,275 7,281 7,248 7,448

95〜99歳 469 507 548 583 635
90〜94歳 1,770 1,946 2,148 2,351 2,480

合計 191,308 193,596 194,869 195,543 195,361
100歳以上 77 67 87 87 106
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⼩平市のまちの現況

（３）社会増減及び⾃然増減の推移

図表1-7 社会増減及び⾃然増減の推移

※⾃然増減・社会増減は、各年7⽉1⽇を基準とした過去⼀年間の合計数

資料︓統計書（令和3年版）

 住⺠基本台帳⼈⼝によると、社会増減については、ここ10年⼀貫して増加傾
向（転出よりも転⼊のほうが多い）となっています。
 ⾃然増減については、平成23（2011）年から平成28（2016）年までは増加
傾向（死亡よりも出⽣のほうが多い）となっておりましたが、平成29（2017）
年以降、減少傾向（出⽣よりも死亡のほうが多い）となっております。また、
出⽣数・死亡数の推移を⾒ると、出⽣数は各年で増減を繰り返しており⼀定の
傾向は⾒受けられない⼀⽅で、死亡数が経年で増加していることから、⾃然増
減の⽔準が減少しているものと⾒受けられます。
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⼩平市のまちの現況

図表1-8 転⼊数・転出数の推移

※転⼊数・転出数は、各年7 ⽉1 ⽇を基準とした過去⼀年間の合計数

資料︓統計書（令和3年版）
図表1-9 出⽣数・死亡数の推移

※出⽣数・死亡数は、各年7 ⽉1 ⽇を基準とした過去⼀年間の合計数

資料︓統計書（令和3年版）
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⼩平市のまちの現況

（４）世帯数の推移

図表1-10 世帯数の推移 各年1⽉1⽇ 単位（⼈・世帯）

資料︓統計書（令和3年版）
図表1-11 世帯数の推移

資料︓統計書（令和3年版）

 平成5年から世帯数は増加傾向にあり、令和4年と⽐較して20年前の平成14年
からは約25％増加しています。１世帯当たりの⼈⼝は減少傾向であり、核家族
化や単⾝世帯の増加が進⾏しているものと推測されます。
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１．住宅

（１）住宅の状況

図表2-1 住宅の所有と建て⽅ 単位（⼾）

資料︓「平成15、20、25、30年住宅・⼟地統計調査結果」(総務省統計局)

図表2-2 住宅の建て⽅ 単位（⼾）

資料︓「平成15、20、25、30年住宅・⼟地統計調査結果」(総務省統計局)

 住宅・⼟地統計調査による⼩平市の住宅の所有と建て⽅の⼾数は以下のとおりで
す。住宅数の推移は、増加傾向となっており、中でも、各年とも共同住宅の借家の
⼾数が最も多くなっています。また、⼀⼾建は全体では増加傾向にありますが、⼀
⼾建のうち借家は減少傾向にあります。

区分 平成15年 平成20年 平成25年 平成30年
⼾数 合計 ⼾数

34,020借家 1,950 2,000 1,530 1,360

合計 ⼾数 合計 ⼾数 合計
持ち家 22,540

24,780
26,690

740

不詳 290 -10 1,970 1,070

⻑屋建
持ち家 540

1,130
300

28,680
30,130

33,630
31,590

⼀⼾建

48,530借家 33,580 35,040 33,910 36,180

不詳 80 -10 180 110
持ち家 7,540

43,310
11,460

970
610

1,570
410

1,260借家 510 680 780

50

不詳 2,190 120 1,880 2,430

その他
持ち家 80

100
100

46,620
10,400

46,190
9,920

共同住宅

-10借家 0 -10 0 0

不詳 10 10 40 40
持ち家 0

0
0

140
20

100
80

170借家 10 30 40

不詳 0 20 0 -10

総数
持ち家 30,700

69,320
38,550

10
-10

-10
0

不詳

※上記表は図表2-1の各区分の合計値をグラフ化したものであり、加算しても不詳数が含まれる総数とは必
   ずしも⼀致するとは限りません。

不詳 2,570 130 4,070 3,640

※統計資料においては、各区分を合計をする際と、総合計をする際の総数にそれぞれ不詳数が含まれるこ
 とから、上記表のように各区分についての不詳数と総数に対する不詳数を表記しています。

76,420
41,150

81,480
42,000

83,970借家 36,050 37,740 36,260 38,330

第２章 ⼩平市の住宅と空き家
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⼩平市の住宅と空き家

（２）住宅の構造

図表2-3 住宅の構造

資料︓「平成30年住宅・⼟地統計調査結果」(総務省統計局)

図表2-4 住宅の構造の推移

資料︓「平成20、25、30年住宅・⼟地統計調査結果」(総務省統計局)

 平成30年住宅・⼟地統計調査による⼩平市の住宅の構造は、鉄筋・鉄⾻コン
クリート造の割合が最も多く38.9％となっています。また、平成20年からの推
移を⾒ると、鉄筋・鉄⾻コンクリート造の割合は減少傾向にあり、⽊造は増加
傾向にあります。

※上記、図表2-3と図表2-4のグラフは統計資料から各住宅構造の数を抽出したものであり、加算しても不
 詳数が含まれる総数とは必ずしも⼀致するとは限りません。
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0.0%

20
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⼩平市の住宅と空き家

（３）住宅の建築時期

図表2-5 住宅の建築時期

資料︓「平成30年住宅・⼟地統計調査結果」(総務省統計局)
図表2-6 住宅の建築時期（３区分）

資料︓「平成30年住宅・⼟地統計調査結果」(総務省統計局)

 平成30年住宅・⼟地統計調査による⼩平市の住宅の建築時期は、持ち家の住
宅では平成23年〜平成27年築の住宅が最も多く、次いで昭和56年〜平成2年築
の住宅が多くなっています。借家では昭和56年〜平成2年築の住宅がもっとも
多く、次いで平成3年〜平成7年築の住宅が多くなっています。
 また、昭和55年以前に建築された住宅を旧耐震基準とした場合、持ち家の旧
耐震基準の割合は15.8％となっており、借家の旧耐震基準の割合12.4％よりも
3.4ポイント多い状況となっています。

※上記、図表2-5と図表2-6のグラフは統計資料から各年代別の建築数の数を抽出したものであり、加算し
 ても不詳数が含まれる総数とは必ずしも⼀致するとは限りません。
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⼩平市の住宅と空き家

（４）地価の状況

図表2-7 住宅地の地価平均価格の推移

資料︓国⼟交通省 地価公⽰
図表2-8 住宅地の地価平均価格の多摩26市⽐較

資料︓国⼟交通省 地価公⽰

 国⼟交通省が公表している地価公⽰によると、⼩平市の平均価格は平成30年
から令和2年まで上昇傾向にあり、令和2年から令和4年に関しては、概ね均衡
状態にあります。令和4年は229,500円／㎡であり、多摩26市では12番⽬と
なっています。⼩平市に隣接する7市の中では⼩⾦井市が最も⾼くなっていま
す。
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⼩平市の住宅と空き家

（５）⼟地の取引件数

図表2-9 ⼟地取引件数の推移

資料︓国⼟交通省 ⼟地総合情報システム

 ⼩平市の⼟地取引件数（国⼟交通省 ⼟地総合情報システム）の推移をみる
と、⼩幅な変動は⾒られますが、300件台が続いています。
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⼩平市の住宅と空き家

２．空き家

（１）空き家数

図表2-10 空き家数の推移 単位（⼾）

資料︓「平成20、25、30年住宅・⼟地統計調査結果」(総務省統計局)

※住宅・⼟地統計調査は、標本抽出⽅法により算出され、
 空き家数は集合住宅の「空き室」を含んだ数となっています。
※統計表の数値は、表章単位未満の位で四捨五⼊しているため、
 総数と内訳の合計は必ずしも⼀致しません。
 （市区町村は、1位を四捨五⼊して10位までを有効数字として表章 ）

図表2-11 住宅の体系

資料︓総務省の資料より引⽤（⼀部表現を変えております）

空き家数 平成20年 平成25年 平成30年
⼆次的住宅 60 140 30

 住宅・⼟地統計調査によると、⼩平市の空き家の合計は増加傾向にあり、平
成30年は空き家数12,960⼾で住宅数97,420⼾に占める空き家の割合は
13.30％となっています。空き家のうち、賃貸⽤の住宅が最も多く、次いでそ
の他の住宅が多くなっています。

住宅数 平成20年 平成25年 平成30年
86,760 93,650 97,420

その他の住宅 1,560 2,150 2,230

※合計 10,070 10,830 12,960

賃貸⽤の住宅 7,730 8,090 10,490

売却⽤の住宅 740 440 210

居住世帯のない住宅 ⼀時現在者のみの住宅

空き家 ⼆次的住宅 別荘
その他

割合 11.61% 11.56% 13.30%

住宅 居住世帯のある住宅

賃貸⽤の住宅
売却⽤の住宅
その他の住宅

建築中の住宅
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⼩平市の住宅と空き家

図表2-12 住宅・⼟地統計調査による空き家の定義

空き家
⼆次的住宅

︓

︓

賃貸⽤の住宅

新築・中古を問わず、賃貸のために空き家になっている住宅

売却⽤の住宅

新築・中古を問わず、売却のために空き家になっている住宅

その他の住宅

資料︓総務省の資料より引⽤（⼀部表現を変えております）

図表2-13 空き家数の推移

資料︓「平成20、25、30年住宅・⼟地統計調査結果」(総務省統計局)

その他 ふだん住んでいる住宅とは別に、残業で遅くなったときに寝泊まりする
など、たまに寝泊まりしている⼈がいる住宅

上記以外の⼈が住んでいない住宅で、例えば、転勤・⼊院などのため居住世帯が⻑期
にわたって不在の住宅や建て替えなどのために取り壊すことになっている住宅など
（注︓空き家の区分の判断が困難な住宅を含む。）

別 荘 週末や休暇時に避暑・避寒・保養などの⽬的で使⽤される住宅で、ふだ
んは⼈が住んでいない住宅
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⼩平市の住宅と空き家

（２）多摩26市との⽐較

図表2-14 空き家の割合の⽐較

資料︓「平成30年住宅・⼟地統計調査結果」(総務省統計局)
図表2-15 賃貸⽤の住宅（空き家）の割合の⽐較

資料︓「平成30年住宅・⼟地統計調査結果」(総務省統計局)

 平成30年住宅・⼟地統計調査によると、多摩26市の住宅総数のうち空き家が
占める割合の平均は10.9％であり、⼩平市の空き家が占める割合13.3％は昭島
市と同率で多摩26市中2番⽬になります。また、住宅総数のうち空き家となっ
ている「賃貸⽤の住宅」の占める割合が10.8％（10,490⼾）で多摩26市中3番
⽬となり、空き家の割合を⾼くしている要因となっていることが窺えます。
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１．これまでの取組み

２．調査設計

（１）調査の⽬的

 
（２）調査地域

⼩平市内 市が把握している空き家情報等

   ⼩平市では、平成24年度に市内全域の建築物約80,000⼾を対象として、建築
物等現況調査を実施し、543件の空き家等と推定される建物を確認しました。
 また、平成28年度には、「空家等対策の推進に関する特別措置法」（以下
「特措法」）が平成27年5⽉26⽇に全⾯施⾏されたことに伴い、⼩平市空き家
等対策計画の策定に向け、空き家等実態調査を⾏い、314件の空き家等と推定
される建物を確認しました。
 なお、前述の総務省が実施した住宅・⼟地統計調査において、空き家のう
ち、⻑期にわたり不在で、そのまま放置される可能性のある「その他の住宅」
が平成20年には1,560⼾、平成25年には2,150⼾、平成30年には2,230⼾でし
た。この様に、市が実施した実態調査等の数値と乖離が⾒られますが、統計調
査結果は、あくまでも経年変化による動向及び他⾃治体との⽐較分析等での参
考情報として活⽤し、市の空き家等対策につきましては実態調査等の結果を踏
まえ、進めています。
 

 図表3-1のとおり、⼩平市が把握している空き家情報等を基に外観⽬視による
現地実態調査を実施し、市内に存在する空き家等の状況を把握・分析するとと
もに、空き家等と推定された建物所有者等に対し意向調査を実施し、現在及び
将来的な空き家等の処遇について把握するとともに、令和5年度に予定している
「⼩平市空き家等対策計画」の改定に向け、市として総合的かつ計画的な対策
を講じるため、必要な基礎資料を確保する。
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空き家等実態調査

（３）調査対象

・現地実態調査

① ⼩平市で把握している空き家等 351件
② シルバー⼈材センター情報 133件
③ ⽔道閉栓情報 318件
現地実態調査合計 （①＋②＋③） 802件

・所有者等意向調査

現地実態調査結果から、空き家等と推定された建物所有者等に対して実施

図表3-1 調査の取組みイメージ

令和4年度

（４）調査期間

令和4年7⽉から令和4年11⽉まで

空き家等実態調査

現地実態調査(802件)

所有者等意向調査

空き家等(351件)

⼩平市空き家情報

空き家等(133件)

シルバー⼈材センター情報

空き家等(318件)

⽔道閉栓情報

推
定

判
定

空き家等

第３章

18



空き家等実態調査

（５）調査フロー

図表3-2 調査全体フロー
現地実態調査

※現地トライアル

所有者等意向調査

現地実態調査において、調
査員により、空き家等の推
定や⽼朽度等の判定に差が
出ることを防ぐため、モデ
ル地区を設定し、事前に調
査員全員が同じ箇所の調査
を⾏い、調査精度の統⼀を
図りました。

現地調査準備 調査図作成

※現地トライアル

現地実態調査

公図より地番の特定

⼟地・建物謄本取得

所有者等名簿作成 固定資産税課税情報

発送先確定

空き家等の抽出

アンケート発送

集計分析、報告書作成

催促⽂発送

アンケート調査票作成

調査票作成
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空き家等実態調査

３．現地実態調査

（１）調査⼿法

①対象物の区分
主⽤途、構造、階数、駐⾞場の有無、接道状況、前⾯道路幅員

②空き家等の推定
表札の有無、郵便受けの状況、電気メーターの稼働状況、
⾬⼾の状況、⽣活状況等から居住の有無を判断

③空き家等の現況調査
倒壊の危険性、防犯、⽣活環境、景観等の確認

④写真撮影

図表3-3 現地実態調査フロー

※KY活動

調査終了後

 調査票を⽤いた外観⽬視により以下の項⽬を調査しました。

現地調査出発前に、作業に必要な機材、予測される事故
等、持参する資料に個⼈情報が含まれているか等について
Ｋ（危険）Ｙ（予知）活動を⾏い、調査員全員で事件、事
故防⽌に対する認識を⾼めた後、調査を⾏いました。

調査票へ記載

帰
社

調査票へ記載

調査票へ記載

調査対象箇所へ移動

対象物の区分の調査

空き家等の推定

空き家等の現況調査

写真撮影

出発前持ち物確認

※ＫＹ活動

現地にて持ち物確認

（紛失防⽌）
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空き家等実態調査

（２）携⾏品

・ 調査図 ・ 調査票 ・ 筆記⽤具
・ ⾝分証明書 ・ 社員証 ・ 腕章
・ デジタルカメラ ・ メジャー（測定機器）
・ 現地調査マニュアル（緊急連絡先を含む）
・ 調査のお知らせ

（３）調査のお知らせ

第３章
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空き家等実態調査

（４）調査票
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空き家等実態調査

４．所有者等意向調査

（１）調査⼿法

①所有者等調査

⼟地登記簿
⼟地所有者⽒名、住所、共有者持分、地⽬、地積

建物登記簿
建物所有者⽒名、住所、共有者持分、建物番号
登記の原因および⽇付（新築年⽉⽇や増築年⽉⽇の記録）

②発送先の特定

・内部で利⽤することが可能な情報について

・内部で利⽤するに当たっての⼿続

・把握した情報の利⽤

 現地実態調査で空き家等と推定された建物について、公図より地番を特定し
法務局の⼟地および建物登記簿謄本から、以下の項⽬を調査しました。

 より多くの所有者等の意向を把握するために、調査した登記情報を基に所有
者等名簿を作成し、固定資産税の課税情報と突合をしたうえで、所有者等へア
ンケートを送付しました。
 アンケートの送付は⼀つの建物に対して代表者1名に送付しました。
 特措法の施⾏に伴い、空き家等対策のために固定資産税の課税情報を市内部
で利⽤することができることとなりましたが、利⽤する情報については、次の3
点に⼗分留意の上、取り扱いました。

 利⽤可能な情報は、空き家等の所有者等の⽒名、住所等、特措法の施⾏のために必要な
限度の情報に限られること。

 空き家等担当部局が税務部局に情報の提供を求める際には、空き家等の敷地の地番など
の情報を提供するなど、照会の⽅法を事前に税務部局と調整すること。

 固定資産税の課税情報を空き家等担当部局が利⽤することができるのは、特措法の施⾏
のために必要な限度であり、例えば、空き家等に係る固定資産税の納税義務者本⼈等が、
空き家等の所有者であることを確認するために情報を利⽤すること等は認められるが、そ
れ以外の者に情報を提供することは許されていないこと。

第３章
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空き家等実態調査

③アンケート調査票

⾃由回答

質問20
そのほかに建物を管理・利活⽤する上で、不安に思うことや市に期待
すること、住宅施策等についてご意⾒がありましたら、ご⾃由にご記
⼊ください。

⽒名、住所、電話番号

質問17 利活⽤する上で、国や都、市にどんな⽀援を期待しますか
質問18 その建物や⼟地を利活⽤しない理由はどれにあたりますか

質問19
所有されている建物や⼟地を⾏政、⺠間事業者、市⺠活動団体に貸す
ご意向はありますか

質問16 利活⽤する上で何か条件はありますか

建物の情報
質問11 その建物はいつごろ建築されましたか
質問12 その建物は耐震改修を⾏ったことがありますか
質問13 その建物は現在どのような状態ですか

利活⽤に向けた意向

質問14
今後、建物が空き家になった場合または空き家である場合に、空き家
を利活⽤する意向はありますか

質問15 どのように利活⽤したいと考えますか

質問８
その建物の維持管理（清掃、草⽊の⼿⼊れなど）はどのようにしてい
ますか

質問９
維持管理（清掃、草⽊の⼿⼊れなど）はどれくらいの頻度で⾏ってい
ますか

質問10 維持管理を⾏っていない（できない）理由はどれにあたりますか

維持管理状況

質問３ その建物を現在使⽤していますか
質問４ その建物をどのように使⽤していますか
質問５ その建物の使⽤頻度はどれくらいですか

空き家の要因
質問６ その建物を使⽤しなくなった時期はいつですか
質問７ その建物を使⽤していない理由はどれにあたりますか

利⽤実態

 アンケート調査票は、以下の設問内容としました。

アンケート回答者、建物所有者等について
質問１ 本アンケートの回答者はどなたですか
質問２ 建物の所有者の年齢は何歳ですか

第３章
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空き家等実態調査

④アンケート発送

図表3-4 封かん内容

調査協⼒のお願い アンケート調査票（Ａ4両⾯印刷３枚）空き家アンケートの集計について

web回答⽅法について（Ａ4両⾯印刷2枚）返信⽤封筒

 アンケート調査票はＡ4⽤紙両⾯印刷3枚とし、アンケート調査票のほか、調
査協⼒のお願い、空き家アンケートの集計について、web回答⽅法について、
返信⽤封筒を市専⽤の封筒にて発送しました。
 回答期限は約2週間に設定しました。

第３章
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空き家等実態調査

⑤催促⽂発送

図表3-5 回答期限

 アンケート調査票および調査協⼒のお願い⽂に記載した返信期限までに回答
を得られなかった所有者等に対し、催促⽂を発送しました。催促⽂には、アン
ケート調査票、調査協⼒のお願い、空き家アンケートの集計について、web回
答⽅法について、返信⽤封筒を市専⽤封筒にて発送しました。
 催促⽂に同封したアンケート調査票の回答期限は約1週間としました。

2週間

1週間

アンケート発送 返信あり

返信なし

催促⽂

最終期限
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空き家等実態調査

（２）アンケート調査票
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空き家等実態調査

（３）調査協⼒お願い
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空き家等実態調査

（４）催促⽂
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空き家等実態調査

（５）空き家アンケートの集計について

第３章

35



空き家等実態調査

（６）空き家アンケートweb回答⽅法について
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空き家等実態調査

（７）インターネットでの回答

※この専⽤⼊⼒フォームはSMTP送信により⼊⼒結果が送られるため、
 ⼊⼒データが蓄積・格納されることはありません。

 郵送によるアンケート回収のほか、インターネットで回答ができるよう専⽤
⼊⼒フォームを作成し、携帯電話、スマートフォン、パソコンからの回答を受
け付けることにより、回答率の向上に努めました。

第３章
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１．調査件数

図表4-1 調査件数

２．調査結果

図表4-2 調査結果 調査件数802件 図表4-3 その他の内訳

※「空き家等」か「居住あり」か判別がつかない14件を含む

図表4-4 調査結果グラフ

 
 現地実態調査の結果、515件を空き家等と推定し、以降の集計を⾏いました。

合計 802件 100.0%

新築中 26件 3.2% 合計 12件
その他 12件 1.5%

更地 46件 5.7% 駐輪場 1件
駐⾞場 26件 3.2% 調査後解体確認 7件

 現地実態調査では、市が把握している空き家情報等を基に合計で802件の調
査を⾏いました。

項⽬ 件数
①︓⼩平市で把握している空き家等 351件
②︓シルバー⼈材センター情報 133件

空き家等※ 515件 64.2% 解体中 3件
居住あり（⼊居） 177件 22.1% 資材置き場 1件

③︓⽔道閉栓情報 318件
合計（①+②+③） 802件

 現地実態調査の結果、市が把握している空き家情報等に基づく空き家等の件
数は以下のとおりです。

現地調査結果 件数 割合 現地調査結果 件数

第４章 現地実態調査 集計結果

空き家等

515件

64.2%居住あり

（⼊居）

177件

22.1%

更地

46件

5.7%

駐⾞場

26件

3.2%

新築中

26件

3.2%

その他

12件

1.5%
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現地実態調査 集計結果

３．町別の集計

図表4-5 町別の集計表

※⾯積の数値は住⺠基本台帳⼈⼝を基にしています。

図表4-6 町別の集計グラフ

合計 515件

花⼩⾦井南町 27件
花⼩⾦井 56件

天神町 10件
⼤沼町 18件

御幸町 7件
鈴⽊町 35件

美園町 6件
回⽥町 21件

学園東町 41件
仲町 42件

津⽥町 21件
学園⻄町 37件

上⽔南町 23件
喜平町 9件

⼩川東町 18件
上⽔本町 23件

栄町 10件
⼩川⻄町 19件

たかの台 3件
⼩川町 62件

中島町 7件
上⽔新町 20件

町名 件数

7件

20件

3件

62件

10件

19件 18件
23件 23件

9件

21件

37件
41件 42件

6件

21件
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18件
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56件
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現地実態調査 集計結果

４．対象物の区分集計結果

【項⽬1 主⽤途】

図表4-7 主⽤途の集計表

図表4-8 主⽤途の集計グラフ N=515

合計 515件 100.0%

事務所等 10件 1.9%
不明※2 2件 0.4%

※1  集合住宅とは、全て空き室のア
   パートやコーポなど。

※2  ⽴地等により家屋に近寄ること
   が出来ない建物。

⻑屋 6件 1.2%
倉庫、物置 3件 0.6%
店舗兼住宅 25件 4.9%

⼾建住宅 448件 87.0%
集合住宅※1 21件 4.1%

 現地実態調査で空き家等と推定した建物を主⽤途別に集計した結果は以下の
とおりです。

主⽤途
合計

件数 割合

448件

21件

6件

3件

25件

10件

2件

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件 350件 400件 450件 500件

⼾建住宅

集合住宅

⻑屋

倉庫、物置

店舗兼住宅

事務所等

不明

主⽤途の集計件数
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現地実態調査 集計結果

【項⽬２ 構造・階数】

図表4-9 構造・階数の集計表

図表4-10 構造の集計グラフ N=515

図表4-11 階数の集計グラフ N=515

100.0%割合 22.5% 74.0% 2.7% 0.4% 0.4%

3件 0.6%
合計 116件 381件 14件 2件 2件 515件 100.0%
その他 1件 0件 0件 0件 2件

18件 3.5%
鉄筋・鉄⾻ｺﾝｸﾘｰﾄ造 0件 0件 0件 2件 0件 2件 0.4%
鉄⾻造 2件 10件 6件 0件 0件

251件 48.7%
防⽕⽊造 9件 224件 8件 0件 0件 241件 46.8%
⽊造 104件 147件 0件 0件 0件

割合
平屋建 2階建 3階建 4階建 確認できない構造

階数
合計

251件
241件

18件
2件
3件

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件

⽊造
防⽕⽊造
鉄⾻造
鉄筋・鉄⾻ｺﾝｸﾘｰﾄ造
その他

構造の集計件数

116件
381件

14件
2件
2件

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件 350件 400件 450件

平屋建
2階建
3階建
4階建
確認できない

階数の集計件数
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現地実態調査 集計結果

【項⽬３ 駐⾞場の有無】

・全体集計

図表4-12 駐⾞場の集計表 図表4-13 駐⾞場の集計グラフ N=515

・主⽤途と駐⾞場の関係

図表4-14 主⽤途と駐⾞場の集計

・構造と駐⾞場の関係

図表4-15 構造と駐⾞場の集計

合計 264件 250件 1件 515件 100.0%
その他 1件 1件 1件 3件 0.6%
鉄筋・鉄⾻ｺﾝｸﾘｰﾄ造 2件 0件 0件 2件 0.4%
鉄⾻造 10件 8件 0件 18件 3.5%
防⽕⽊造 149件 92件 0件 241件 46.8%
⽊造 102件 149件 0件 251件 48.7%

構造
駐⾞場 合計

あり なし 確認不可能 件数 割合

合計 264件 250件 1件 515件 100.0%
その他 1件 0件 1件 2件 0.4%
事務所等 7件 3件 0件 10件 1.9%
店舗兼住宅 7件 18件 0件 25件 4.9%
倉庫、物置 1件 2件 0件 3件 0.6%
⻑屋 1件 5件 0件 6件 1.2%
集合住宅 6件 15件 0件 21件 4.1%

割合
⼾建住宅 241件 207件 0件 448件 87.0%

合計 515件 100.0%

主⽤途
駐⾞場 合計

あり なし 確認不可能 件数

駐⾞場なし 250件 48.5%
確認できない 1件 0.2%

駐⾞場 件数 割合
駐⾞場あり 264件 51.3%

駐車場

あり

264件
51.3%

駐車場

なし

250件
48.5%

確認できな

い

1件…

駐車場あり 駐車場なし 確認できない
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現地実態調査 集計結果

【項⽬４ 接道状況と境接道状況】

図表4-16 接道状況と境接道状況の集計

図表4-17 接道状況の集計グラフ N=515

図表4-18 境接道状況の集計グラフ N=515

※接道状況とは、道路に接する間⼝の距離のこと。
※境接道状況とは、道路の幅員のこと。

割合 0.6% 45.4% 54.0% 100.0%
合計 3件 234件 278件 515件 100.0%
４ｍ以上 0件 172件 214件 386件 75.0%
２〜４ｍ未満 1件 51件 48件 100件 19.4%

割合
２ｍ未満 2件 11件 16件 29件 5.6%

接道状況
境接道状況 合計2ｍ 2〜4ｍ 4ｍ

未満 未満 以上 件数

29件

100件

386件

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件 350件 400件 450件

2ｍ未満

2〜4ｍ未満

4ｍ以上

接道状況の集計件数

3件

234件

278件

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件

2m未満

2〜4ｍ未満

4ｍ以上

境接道状況の集計件数
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現地実態調査 集計結果

【項⽬５ 建築年⽉】

図表4-19 建築年⽉の集計表

※この表は建物登記簿謄本の「新築」の記録を基にしているため、建築年⽉等の記録がない93件と、登記の未
 更新等を考慮する必要があります。

18.1%
合計 515件 515件 100.0% 515件 100.0%

建築年⽉⽇不明 93件 不明 93件 18.1% 93件

1.4%2019年 令和1年 1件
2021年 令和3年 3件
2022年 令和4年 2件

2件 0.4%
2016年 平成28年 1件
2018年 平成30年 1件

1年〜5年前 7件

平成24年 1件
2014年 平成26年 1件 6年〜9年前

2008年 平成20年 2件
10年〜15年前 4件 0.8%2011年 平成23年 1件

2012年

16年〜20年前 6件 1.2%
2005年 平成17年 2件

2002年 平成14年 2件
2003年 平成15年 4件

2000年 平成12年 4件
2001年 平成13年 1件

21年〜30年前 33件 6.4%

1987年 昭和62年 6件
1988年 昭和63年 12件

1998年 平成10年 2件
1999年 平成11年 3件

平成7年 4件
1996年 平成8年 6件
1997年 平成9年 2件

1993年 平成5年 5件
1994年 平成6年 4件
1995年

12.2%

1984年 昭和59年 3件
1985年 昭和60年 7件
1986年 昭和61年 6件

129件 25.0%

1982年 昭和57年 6件
1983年 昭和58年 7件

31年〜40年前 63件

1991年 平成3年 5件
1992年 平成4年 4件

1989年 平成1年 10件
1990年 平成2年 3件

昭和55年 4件
1981年 昭和56年5⽉以前 6件

昭和56年6⽉以降 8件

1978年 昭和53年 13件
1979年 昭和54年 8件

昭和50年 13件
1976年 昭和51年 10件
1977年 昭和52年 12件

169件 32.8%

1964年 昭和39年 9件
1965年 昭和40年 15件
1966年

1973年 昭和48年 20件

41年〜50年前 114件 22.1%

1974年 昭和49年 14件
1975年

1971年 昭和46年 12件
1972年 昭和47年 16件

1969年 昭和44年 17件
1970年 昭和45年 29件

1980年

昭和23年 1件
1954年 昭和29年 1件
1959年 昭和34年 1件

昭和41年 18件
1967年 昭和42年 19件
1968年 昭和43年 23件

51年〜60年前

割合
1946年 昭和21年 1件

60年以上前 24件 4.7%

293件 56.9%

1948年

登記情報 5年〜10年単位 昭和56年以降・以前
⻄暦 和暦 件数 分類 件数 割合 件数

1962年 昭和37年 11件
1963年 昭和38年 11件

1960年 昭和35年 5件
1961年 昭和36年 4件

第４章

47



現地実態調査 集計結果

５．空き家等の推定集計結果

【項⽬１ 表札】

図表4-20 表札の有無集計表

図表4-21 表札の有無集計グラフ N=515

【項⽬２ 郵便受】

図表4-22 郵便受の状況集計表

図表4-23 郵便受の状況集計グラフ N=515

郵便物が溜まっていない 235件 45.6%
合計 515件 100.0%

閉鎖⼜はない 193件 37.5%
郵便物が溜まっている 87件 16.9%

合計 515件 100.0%

郵便受の状況 件数 割合

表札なし 253件 49.1%
管理者看板あり 14件 2.7%

表札 件数 割合
表札あり 248件 48.2%

248件

253件

14件

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件

表札あり

表札なし

管理者看板有

表札の有無集計件数

193件

87件

235件

0件 50件 100件 150件 200件 250件

封鎖⼜はない

郵便物が溜まっている

郵便物が溜まっていない

郵便受の状況集計件数
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現地実態調査 集計結果

【項⽬３ 電気メーター】

図表4-24 電気メーターの状況集計表

図表4-25 電気メーターの状況集計グラフ N=515

【項⽬４ ガスメーター】

図表4-26 ガスメーターの状況集計表

図表4-27 ガスメーターの状況集計グラフ N=515

確認できない 395件 76.7%
合計 515件 100.0%

動いていない 120件 23.3%
動いている 0件 0.0%

合計 515件 100.0%

ガスメーター 件数 割合

動いている 0件 0.0%
確認できない 368件 71.5%

電気メーター 件数 割合
動いていない 147件 28.5%

147件

0件

368件

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件 350件 400件

動いていない

動いている

確認できない

電気メーターの状況集計件数

120件

0件

395件

0件 100件 200件 300件 400件 500件

動いていない

動いている

確認できない

ガスメーターの状況集計件数
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現地実態調査 集計結果

【項⽬５ ⾬⼾】

図表4-28 ⾬⼾の状況集計表

図表4-29 ⾬⼾の状況集計グラフ N=515

【項⽬６ ⾨（⼊り⼝）】

図表4-30 ⾨（⼊り⼝）の状況集計表

図表4-31 ⾨（⼊り⼝）の状況集計グラフ N=515

合計 515件 100.0%

⼈が出⼊りできない 2件 0.4%
封鎖なし、出⼊り可能 1件 0.2%

⾨（⼊り⼝） 件数 割合
封鎖または施錠されている 512件 99.4%

確認できない 2件 0.4%
合計 515件 100.0%

⼀部締め切り 198件 38.4%
締め切りなし 148件 28.7%

⾬⼾ 件数 割合
全部締め切り 167件 32.4%

167件
198件

148件
2件

0件 50件 100件 150件 200件 250件

全部締め切り
⼀部締め切り
締め切りなし
確認できない

⾬⼾の状況集計件数

512件

2件

1件

0件 100件 200件 300件 400件 500件 600件

封鎖または施錠されている

⼈が出⼊りできない

封鎖なし、出⼊り可能

⾨（⼊り⼝）の状況集計件数
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現地実態調査 集計結果

【項⽬７ ⽣活状況】

図表4-32 ⽣活状況の集計表

図表4-33 ⽣活状況の集計グラフ N=515

確認できない 9件
合計 515件

カーテンがない 27件
家庭⽤品が⾒えない 17件
鉢植え等がない 2件

⽣活状況 件数
洗濯物がない 460件

460件
27件

17件
2件
9件

0件 100件 200件 300件 400件 500件

洗濯物がない
カーテンがない
家庭⽤品が⾒えない
鉢植え等がない
確認できない

⽣活状況の集計件数
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現地実態調査 集計結果

６．空き家等の現況集計結果

【項⽬１ 建物の傾斜】

図表4-34 建物の傾斜状況集計表

※令和4年12⽉時点で「解体」を確認済み。

図表4-35 建物の傾斜状況集計グラフ N=515

【項⽬２ 屋根（軒下も含む）】

図表4-36 屋根（軒下も含む）の状況集計表

図表4-37 屋根（軒下も含む）の状況集計グラフ N=515

合計 515件 100.0%

問題なし 408件 79.2%
確認できない 7件 1.4%

⽳あき⼜は波打ち 6件 1.2%
⼀部損傷 94件 18.3%

合計 515件 100.0%

屋根 件数 割合

傾きなし 506件 98.3%
確認できない 7件 1.4%

⼤きな傾きあり 1件 0.2%
軽度の傾きあり 1件 0.2%

建物の傾斜 件数 割合

1件
1件

506件
7件

0件 100件 200件 300件 400件 500件 600件

⼤きな傾きあり
軽度の傾きあり
傾きなし
確認できない

建物の傾斜状況集計件数

6件
94件

408件
7件

0件 100件 200件 300件 400件 500件

⽳あき⼜は波打ち
⼀部損傷
問題なし
確認できない

屋根（軒下も含む）の状況集計件数

※
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現地実態調査 集計結果

【項⽬３ 外壁】

図表4-38 外壁の状況集計表

図表4-39 外壁の状況集計グラフ N=515

【項⽬４ 塀、柵】

図表4-40 塀、柵の状況集計表

図表4-41 塀、柵の状況集計グラフ N=515

合計 515件 100.0%

問題なし 437件 84.9%
確認できない 1件 0.2%

⼤きな⻲裂や傾きあり 3件 0.6%
⼀部⻲裂や傾きあり 74件 14.4%

合計 515件 100.0%

塀、柵 件数 割合

問題なし 411件 79.8%
確認できない 8件 1.6%

剥落⼜は⽳あき 34件 6.6%
下地⼀部露出 62件 12.0%

外壁 件数 割合

34件
62件

411件
8件

0件 100件 200件 300件 400件 500件

剥落⼜は⽳あき
下地⼀部露出
問題なし
確認できない

屋根の状況集計件数

3件
74件

437件
1件

0件 100件 200件 300件 400件 500件

⼤きな⻲裂や傾きあり
⼀部⻲裂や傾きあり
問題なし
確認できない

塀、柵の状況集計件数
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現地実態調査 集計結果

【項⽬５ 施錠】

図表4-42 施錠状況集計表

図表4-43 施錠状況集計グラフ N=515

【項⽬６ 窓ガラス】

図表4-44 窓ガラスの状況集計表

図表4-45 窓ガラスの状況集計グラフ N=515

合計 515件 100.0%

問題なし 495件 96.1%
確認できない 8件 1.6%

破損や開放あり 1件 0.2%
⼀部破損や開放あり 11件 2.1%

合計 515件 100.0%

窓ガラス 件数 割合

問題なし 500件 97.1%
確認できない 9件 1.7%

無施錠⼜は壊れている 4件 0.8%
⼀部無施錠 2件 0.4%

施錠 件数 割合

4件
2件

500件
9件

0件 100件 200件 300件 400件 500件 600件

無施錠⼜は壊れている
⼀部無施錠
問題なし
確認できない

施錠状況集計件数

1件
11件

495件
8件

0件 100件 200件 300件 400件 500件 600件

破損や開放あり
⼀部破損や開放あり
問題なし
確認できない

窓ガラスの状況集計件数
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現地実態調査 集計結果

【項⽬７ 雑草・樹⽊】

図表4-46 雑草・樹⽊の状況集計表

※雑草・樹⽊がない建物については「⼿⼊れあり」で集計しています。

図表4-47 雑草・樹⽊の状況集計グラフ N=515

【項⽬８ 樹⽊(低⽊以外)】

図表4-48 樹⽊(低⽊以外)の状況集計表

※樹⽊(低⽊以外)がない建物については「⼿⼊れあり」で集計しています。

図表4-49 樹⽊(低⽊以外)の状況集計グラフ N=515

合計 515件 100.0%

⼿⼊れなし 75件 14.6%
⼿⼊れあり 306件 59.4%

樹⽊(低⽊以外) 件数 割合
敷地外に出ている 134件 26.0%

⼿⼊れあり 196件 38.1%
合計 515件 100.0%

敷地外に出ている 83件 16.1%
⼿⼊れなし 236件 45.8%

雑草・樹⽊ 件数 割合

83件

236件

196件

0件 50件 100件 150件 200件 250件

敷地外に出ている

⼿⼊れなし

⼿⼊れあり

雑草・樹⽊の状況集計件数

134件

75件

306件

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件 350件

敷地外に出ている

⼿⼊れなし

⼿⼊れあり

樹⽊(低⽊以外)の状況集計件数
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現地実態調査 集計結果

【項⽬９ ゴミの散乱】

図表4-50 ゴミの散乱状況集計表

図表4-51 ゴミの散乱状況集計グラフ N=515

【項⽬１０ 建物の外観】

図表4-52 建物の外観状況集計表

図表4-53 建物の外観状況集計グラフ N=515

合計 515件 0.0%

問題なし 385件 74.8%
確認できない 8件 1.6%

著しい汚損等がある 26件 5.0%
⼀部汚損等がある 96件 18.6%

合計 515件 100.0%

建物の外観 件数 割合

問題なし 362件 70.3%
確認できない 5件 1.0%

敷地外に出ている 3件 0.6%
敷地内に放置されている 145件 28.2%

ゴミの散乱 件数 割合

3件
145件

362件
5件

0件 100件 200件 300件 400件

敷地外に出ている
敷地内に放置されている
問題なし
確認できない

ゴミの散乱状況集計件数

26件
96件

385件
8件

0件 100件 200件 300件 400件 500件

著しい汚損等がある
⼀部汚損等がある
問題なし
確認できない

建物の外観状況集計件数
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現地実態調査 集計結果

【項⽬１１ バルコニー、⼿すり等】

図表4-54 バルコニー、⼿すり等の状況集計表

図表4-55 バルコニー、⼿すり等の状況集計グラフ N=515

【項⽬１２ 動物や⾍の有無】

図表4-56 動物や⾍の有無集計表

図表4-57 動物や⾍の有無集計グラフ N=515

合計 515件 100.0%

問題なし 494件 95.9%
確認できない 7件 1.4%

著しい発⽣がある 2件 0.4%
軽度な発⽣がある 12件 2.3%

合計 515件 100.0%

動物や⾍の有無 件数 割合

問題なし 420件 81.6%
確認できない 8件 1.6%

著しい汚損等がある 13件 2.5%
⼀部汚損等がある 74件 14.4%

バルコニー、⼿すり等 件数 割合

13件
74件

420件
8件

0件 100件 200件 300件 400件 500件

著しい汚損等がある
⼀部汚損等がある
問題なし
確認できない

バルコニー、⼿すり等の状況集計件数

2件
12件

494件
7件

0件 100件 200件 300件 400件 500件 600件

著しい発⽣がある
軽度な発⽣がある
問題なし
確認できない

動物や⾍の有無集計件数
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現地実態調査 集計結果

７．⽼朽度・管理不全度の集計結果

【⽼朽度】

図表4-58 ⽼朽度集計表

※令和4年12⽉時点で「解体」確認済み。

図表4-59 ⽼朽度集計グラフ N=515

最⼤22pt

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

建物の外観 著しい汚損等がある 2pt ⼀部汚損等がある 1pt 問題なし 0pt
バルコニー⼿すり等

ゴミの散乱

合計値 0
⽼朽度 A B C D E

動物や⾍の有無 著しい発⽣がある - 軽度な発⽣がある - 問題なし -

雑草・樹⽊ 敷地外に出ている - ⼿⼊れなし - ⼿⼊れあり -
樹⽊(低⽊以外)

窓ガラス 破損や開放あり 2pt ⼀部破損や開放あり 1pt 問題なし

著しい汚損等がある 2pt ⼀部汚損等がある 1pt 問題なし 0pt

0pt
施錠 無施錠⼜は壊れている 2pt ⼀部無施錠 1pt 問題なし 0pt

-

2pt 問題なし 0pt
塀、柵 ⼤きな⻲裂や傾きあり 2pt ⼀部⻲裂や傾きあり 1pt 問題なし

0pt

敷地外に出ている - ⼿⼊れなし - ⼿⼊れあり -
敷地外に出ている - 敷地内に放置されている - 問題なし

傾きなし 0pt
屋根(軒下も含む) ⽳あき⼜は波打ち 4pt ⼀部損傷 2pt 問題なし 0pt
建物の傾斜 ⼤きな傾きあり 4pt 軽度の傾きあり 2pt

外壁 剥落⼜は⽳あき 4pt 下地⼀部露出

合計 515件 100.0%

※⽼朽度は、調査した空き家の現況の各項⽬にそれぞれポイントを設定し、ポイ
   ントの合計値により判定しました。

空き家の現況 調査結果 ポイント

Ｅ 低い 260件 50.5%
確認できない 9件 1.7%

Ｃ 43件 8.3%
Ｄ ↓ 202件 39.2%

Ａ ⾼い 0件 0.0%
Ｂ ↑ 1件 0.2%

⽼朽度 件数 割合

0件

1件

43件

202件

260件

9件

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
確認できない

⽼朽度集計件数

※
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現地実態調査 集計結果

【管理不全度】

図表4-60 管理不全度集計表

※令和4年12⽉時点で「1件解体」確認済み。

図表4-61 管理不全度集計グラフ N=515

最⼤32pt

上段︓管理不全度
下段︓合計値

E
32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

建物の外観 著しい汚損等がある 2pt ⼀部汚損等がある 1pt 問題なし 0pt
バルコニー⼿すり等

0pt

雑草・樹⽊ 敷地外に出ている 4pt ⼿⼊れなし 2pt ⼿⼊れあり 0pt
樹⽊(低⽊以外)

A B C D

動物や⾍の有無 著しい発⽣がある 4pt 軽度な発⽣がある 2pt 問題なし
著しい汚損等がある 2pt ⼀部汚損等がある 1pt 問題なし 0pt

0pt

塀、柵 ⼤きな⻲裂や傾きあり 2pt ⼀部⻲裂や傾きあり 1pt 問題なし 0pt
施錠

ゴミの散乱 敷地外に出ている 4pt 敷地内に放置されている 2pt 問題なし
敷地外に出ている 4pt ⼿⼊れなし 2pt ⼿⼊れあり 0pt

⽳あき⼜は波打ち 2pt ⼀部損傷 1pt 問題なし 0pt

0pt

※管理不全度は、調査した空き家の現況の各項⽬にそれぞれポイントを設定し、
   ポイントの合計値により判定しました。

空き家の現況 調査結果 設定ポイント
建物の傾斜 ⼤きな傾きあり 2pt 軽度の傾きあり 1pt

窓ガラス 破損や開放あり 2pt ⼀部破損や開放あり 1pt 問題なし
無施錠⼜は壊れている 2pt ⼀部無施錠 1pt 問題なし 0pt

確認できない 9件 1.7%
合計 515件 100.0%

Ｄ ↓ 340件 66.0%
Ｅ 低い 102件 19.8%

0pt

Ｂ ↑ 2件 0.4%
Ｃ 62件 12.0%

外壁 剥落⼜は⽳あき 2pt 下地⼀部露出 1pt 問題なし

傾きなし 0pt
屋根(軒下も含む)

管理不全度 件数 割合
Ａ ⾼い 0件 0.0%

0件
2件

62件
340件

102件
9件

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件 350件 400件

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
確認できない

管理不全度集計件数

※
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現地実態調査 集計結果

【⽼朽度と管理不全度】

図表4-62 ⽼朽度と管理不全度集計表

9件
合計 0件 2件 62件 340件 102件 9件 515件

102件 0件 260件
確認不可能 0件 0件 0件 0件 0件 9件
Ｅ 低い 0件 0件 8件 150件

Ｅ 確認不可能

43件
Ｄ ↓ 0件 1件 31件 170件 0件 0件 202件

0件 1件
Ｃ 0件 0件 23件 20件 0件 0件

0件 0件 0件
Ｂ ↑ 0件 1件 0件 0件 0件
Ａ ⾼い 0件 0件 0件 0件

← → 低い
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

管理不全度
合計⽼朽度 ⾼い
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現地実態調査 集計結果

８．現地実態調査で分かったこと

対象物の区分について

（P43 項⽬1より）

（P44 項⽬2より）

（P45 項⽬3より）

（P47 項⽬5より）

■空き家等の半数以上が旧耐震基準での建築

 空き家等の建築年⽉を⾒ると、昭和56年6⽉の新耐震基準施⼯前に建築された建
物の割合が56.9％となっています。建築年⽉は登記情報により調査を⾏っているた
め、新築年⽉の記載のない93件を加味するともう少し割合は⾼くなるものと推察さ
れます。

■空き家等の87.0％が⼾建住宅

 空き家等を主⽤途別に⾒ると、⼾建住宅が87.0％となっています。以下、店舗兼
住宅が4.9％、集合住宅が4.1％、⻑屋が1.2％と続き、居住するための建物が全体
の97.2％となります。

■空き家等の95.5％が⽊造建築物

 空き家等を構造別に⾒ると、⽊造と防⽕⽊造を併せて95.5％となっています。こ
れは空き家の⼤部分が⼀般の住宅であることによるものと考えられます。

■駐⾞場のない空き家等が約半数

 駐⾞場がない空き家等の割合は48.5％となっています。駐⾞場の有無は空き家等
の売買等を考える上で影響が出る項⽬と考えられます。
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現地実態調査 集計結果

空き家等の判定ついて

（P48 項⽬1より）

（P48 項⽬2より）

（P49 項⽬3、4より）

（P50 項⽬6より）

■電気、ガスメーターは確認できない空き家等が多い

 電気、ガスメーターの稼働状況が確認できない空き家等が7割以上となっていま
す。スマートメーターの普及が進んでいることや、公道から確認できない位置に設
置されているケースが多いことが要因として考えられます。

■ほとんどの空き家等は⾨（⼊⼝）は施錠されている

 ⾨や⼊⼝は99.4％が封鎖または施錠されています。⾨や⼊⼝についてはある程度
管理がなされていることが考えられます。

■表札がない空き家等が約半数

 表札のない空き家等が49.1％で約半数となっています。表札がある場合は、⼊院
や転勤等で⼀時退去等が推測され、建物の使⽤再開の可能性が考えられる⼀⽅で、
表札がない、外されている、テープ等で⾒えない処理をされている場合、引越し、
売却、相続等により建物の利活⽤まで時間を要する可能性があります。

■郵便物が溜まっている空き家等は20％以下

 郵便受けにチラシ等の滞留が確認できた空き家等は16.9％となっています。郵便
物についてはある程度管理がなされていることが考えられます。
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現地実態調査 集計結果

空き家等の現況ついて

（P52 項⽬1より）

（P52 項⽬2、P53項⽬3より）

（P55 項⽬8より）

■外壁の損傷と屋根の損傷は同数程度存在している

 調査した空き家等のうち、屋根に損傷がある割合は19.5％であり、外壁に損傷が
ある割合は18.6％となっています。外壁の損傷と屋根の損傷は同数程度存在してい
ます。

■樹⽊の敷地外繁茂が20％を超える

 低⽊以外の樹⽊の敷地外繁茂が空き家等の26.0％で確認しました。近隣等からの
苦情の要因となることが考えられます。

■建物の傾きのある空き家等が存在します

 外観⽬視の調査ではありますが、⼤きな傾きのある建物を1件、軽度の傾きのある
建物を1件確認しました。
 なお、⼤きな傾きのある建物は令和4年12⽉時点で解体されたことを確認してい
ます。
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１．調査件数

図表5-1 調査件数

②︓※①のうち発送しないと判断した数 12件
アンケート実施数（①－②） 503件

※所有者が海外に居住されている場合や、今後、居住が想定される新築建
物など、アンケートの発送がなじまない箇所は除いています。

 所有者等意向調査では、合計503件のアンケートを発送しました。

項⽬ 件数
①︓発送対象（現地調査で空き家と推定した箇所） 515件
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所有者等意向調査 集計結果

２．調査結果

図表5-2 調査結果集計表

図表5-3 無効回答の内訳

質問３及び質問14が未回答であり、空き家等の現状、
今後の意向ともに不明なもの

1件

合計 16件

すべての回答が無く「取り壊し済み」と
記載があるもの

2件

すべての回答が無く「現在の所有者ではない」と
記載があるもの

2件

質問３で建物を「Ａ．使⽤している」のみ回答があ
り、その他すべての質問に回答がないもの

10件

有効回答率（④÷①） 52.9%

無効回答の内訳 件数
すべての回答が無く⽩紙なもの 1件

③︓②のうち無効回答数 16件
④︓有効回答数（②－③） 266件
回答率（②÷①） 56.1%

  （②のうち郵送による回答） 204件
  （②のうちインターネット回答） 27件
  （②のうち催促⽂発送後の回答） 51件

 503件のアンケートに対し、282件の回答があり、回答率は56.1％となりま
した。回答のうち、下記の16件は無効回答として処理しました。

項⽬ 件数
①︓総件数 503件
②︓回答数 282件
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所有者等意向調査 集計結果

３．集計結果

図表5-4 質問１集計表

図表5-5 質問１回答Ｂ内訳

図表5-6 質問１回答Ｂのその他内訳

図表5-7 質問１回答Ｃ内訳

 回答のあったアンケートを集計した結果は以下のとおりとなりました。

質問１回答 件数 割合

Ｃ．その他 13件 4.9%
不詳 0件 0.0%

Ａ．建物の所有者ご本⼈様 181件 68.0%
Ｂ．建物の所有者の関係者様 72件 27.1%

⼦ 37件
親戚 8件
その他 20件

合計 266件 100.0%

質問１ 回答B内訳 件数
親 4件

合計 72件 夫 1件
配偶者 1件

→ 質問１ Bその他 件数
不詳 3件 妻 4件

会社 3件 成年後⾒⼈ 2件
共有者代表の代理⼈ 1件 保佐⼈ 1件

⻑男 1件
質問１ 回答C内訳 件数 ⻑男の配偶者 1件

所有者代表 2件 姪 1件
不詳 1件 義弟 1件

成年後⾒⼈ 3件 兄 2件
保佐⼈ 3件 妹 2件

合計 20件

合計 13件 義妹 1件
管理会社 2件
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所有者等意向調査 集計結果

図表5-8 質問2集計表

図表5-9 質問２集計グラフ N=266

不詳 10件 3.8%
合計 266件 100.0%

Ｆ．70歳代 72件 27.1%
Ｇ．80歳代以上 75件 28.2%

Ｄ．50歳代 34件 12.8%
Ｅ．60歳代 63件 23.7%

Ｂ．30歳代 2件 0.8%
Ｃ．40歳代 10件 3.8%

質問２回答 件数 割合
Ａ．20歳代以下 0件 0.0%

0件

2件

10件

34件

63件

72件

75件

10件

0件 10件 20件 30件 40件 50件 60件 70件 80件

Ａ．20歳代以下

Ｂ．30歳代

Ｃ．40歳代

Ｄ．50歳代

Ｅ．60歳代

Ｆ．70歳代

Ｇ．80歳代以上

不詳

質問２集計件数
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所有者等意向調査 集計結果

図表5-10 質問3集計表

図表5-11 質問３集計グラフ N=266

合計 266件 100.0%

Ｂ．使⽤していない、空き家である 153件 57.5%
不詳 0件 0.0%

質問３回答 件数 割合
Ａ．使⽤している 113件 42.5%

113件

153件

0件

0件 20件 40件 60件 80件 100件 120件 140件 160件 180件

Ａ．使⽤している

Ｂ．使⽤していない

不詳

質問３集計件数
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所有者等意向調査 集計結果

図表5-12 質問4集計表

図表5-13 質問4その他

Ａ．⾃宅として使⽤している 34件 30.1%
Ｂ．通勤などで平⽇のみ使⽤している 0件 0.0%

質問４回答 件数 割合

Ｅ．物置き・倉庫として使⽤している 37件 32.7%
Ｆ．その他（           ） 12件 10.6%

Ｃ．週末や休暇時に使⽤している 18件 15.9%
Ｄ．賃貸住宅として貸出している 11件 9.7%

質問４ F.その他内訳
仕事部屋として使⽤
資産として保有
⼀部分貸倉庫として使⽤
賃貸倉庫、作業所として使⽤
必要な時に使⽤

不詳 1件 0.9%
合計 113件 100.0%

息⼦が使⽤

別宅として使⽤
建物の管理
居住中
店舗として改装中
家具類の倉庫として使⽤
家族、友⼈との交わりのために使⽤
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所有者等意向調査 集計結果

図表5-14 質問5集計表

図表5-15 質問4集計グラフ N=113

図表5-16 質問5集計グラフ N=113

質問５回答 件数 割合
Ａ．毎⽇ 46件 40.7%

Ｄ．2〜3ヶ⽉に１回 12件 10.6%
Ｅ．1年に数回 10件 8.8%

Ｂ．週に1〜2回程度 19件 16.8%
Ｃ．⽉に1〜2回程度 18件 15.9%

不詳 5件 4.4%
合計 113件 100.0%

Ｆ．数年に1回以上 2件 1.8%
Ｇ．わからない 1件 0.9%

34件

0件

18件

11件

37件

12件

1件

0件 10件 20件 30件 40件

Ａ．⾃宅として使⽤している

Ｂ．通勤などで平⽇のみ使⽤している

Ｃ．週末や休暇時に使⽤している

Ｄ．賃貸住宅として貸出している

Ｅ．物置き・倉庫として使⽤している

Ｆ．その他（ ）

不詳

質問４集計件数

46件

19件

18件

12件

10件

2件

1件

5件

0件 10件 20件 30件 40件 50件

Ａ．毎⽇

Ｂ．週に１〜２回程度

Ｃ．⽉に１〜２回程度

Ｄ．２〜３ヶ⽉に１回

Ｅ．１年に数回

Ｆ．数年に１回以上

Ｇ．わからない

不詳

質問５集計件数
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所有者等意向調査 集計結果

※質問4と質問5のクロス集計

図表5-17 質問4と質問5の関係

113件

1件

合計 46件 19件 18件 12件 10件 2件 1件 5件

12件

不詳 0件 0件 1件 0件 0件 0件 0件 0件

Ｆ．その他（           ） 5件 1件 1件 2件 2件 0件 0件 1件

11件

Ｅ．物置き・倉庫として使⽤している 5件 9件 7件 6件 7件 2件 0件 1件 37件

Ｄ．賃貸住宅として貸出している 10件 0件 0件 0件 0件 0件 1件 0件

0件

Ｃ．週末や休暇時に使⽤している 0件 7件 9件 2件 0件 0件 0件 0件 18件

Ｂ．通勤などで平⽇のみ使⽤している 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件

合計

Ａ．⾃宅として使⽤している 26件 2件 0件 2件 1件 0件 0件 3件

 質問４（利⽤⽅法）

質問５（利⽤頻度）
Ａ．
毎⽇

Ｂ．
週に
１〜２
回程度

Ｃ．
⽉に
１〜２
回程度

Ｄ．
2〜
3ヶ⽉
に１回

Ｅ．
１年に
数回

Ｆ．
数年に
１回以
上

Ｇ．
わから
ない

不詳

34件
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所有者等意向調査 集計結果

図表5-18 質問6集計表

図表5-19 質問6集計グラフ N=153

不詳 4件 2.6%
合計 153件 100.0%

Ｄ．１０年以上前 20件 13.1%
Ｅ．わからない 5件 3.3%

Ｂ．１年〜５年未満 63件 41.2%
Ｃ．５年〜１０年未満 53件 34.6%

質問６回答 件数 割合
Ａ．１年未満 8件 5.2%

8件
63件

53件
20件

5件
4件

0件 10件 20件 30件 40件 50件 60件 70件

Ａ．１年未満
Ｂ．１年〜５年未満
Ｃ．５年〜１０年未満
Ｄ．１０年以上前
Ｅ．わからない
不詳

質問6集計件数
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所有者等意向調査 集計結果

図表5-20 質問7集計表

図表5-21 質問7集計グラフ N=196

合計 196件

Ｉ．その他（              ） 38件
Ｊ．わからない 0件
不詳 3件

Ｆ．すでに取り壊す予定のため 14件
Ｇ．⽼朽化して使⽤できないため 26件
Ｈ．固定資産税など税制上の理由で取り壊しを控えているため 16件

Ｃ．別の住居へ転居したため 34件
Ｄ．賃借⼈などが退去したため 33件
Ｅ．すでに売却が決まっているため 8件

質問７回答 件数
Ａ．転勤、⼊所等で⻑期不在にしているため 22件
Ｂ．建替え、増改築、修繕などの⼯事により⼀時的に退去し
  ているため

2件

22件

2件

34件

33件

8件

14件

26件

16件

38件

0件

3件

0件 5件 10件 15件 20件 25件 30件 35件 40件

Ａ．転勤、⼊所等で⻑期不在にしているため

Ｂ．建替え、増改築、修繕などの⼯事により⼀時的に退去しているため

Ｃ．別の住居へ転居したため

Ｄ．賃借⼈などが退去したため

Ｅ．すでに売却が決まっているため

Ｆ．すでに取り壊す予定のため

Ｇ．⽼朽化して使⽤できないため

Ｈ．固定資産税など税制上の理由で取り壊しを控えているため

Ｉ．その他（ ）

Ｊ．わからない

不詳

質問7集計件数
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所有者等意向調査 集計結果

図表5-22 質問7その他

質問７ Ｉ.その他内訳
所有者死亡のため（8件）
介護施設に⼊居中のため（4件）
⻑期⼊院のため（1件）

他に住居があるため（7件）
共有名義で売却や建て替え等、⾃由に出来ないため（1件）
不詳（1件）

遺産相続の停滞のため（1件）
売却を検討中（9件）
海外転勤のため⼀時的に空き家（1件）
使⽤の予定があるため（2件）
内装⼯事や荷物の整理など使⽤に向けた作業中（2件）
建て替えの検討中（1件）
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所有者等意向調査 集計結果

図表5-23 質問8集計表

図表5-24 質問8集計グラフ N=153

不詳 1件 0.7%
合計 153件 100.0%

Ｃ．その他（               ） 13件 8.5%
Ｄ．ほとんど何もしていない 16件 10.5%

Ａ．⾃ら（所有者、所有者の親族等）⾒回り点検・清掃
  等を⾏っている

101件 66.0%

Ｂ．管理業者に委託して⾏っている 22件 14.4%

質問８回答 件数 割合

101件

22件

13件

16件

1件

0件 20件 40件 60件 80件 100件 120件

Ａ．⾃ら（所有者、所有者の親族等）⾒回り点検・清

Ｂ．管理業者に委託して⾏っている

Ｃ．その他（ ）

Ｄ．ほとんど何もしていない

不詳

質問8集計件数

掃等を⾏っている
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所有者等意向調査 集計結果

図表5-25 質問8その他

質問８ Ｄ.その他内訳
⻑男が時々草とりにいく
落ち葉や草むしりは⾃ら、植⽊は業者に年1回
草・⽊の⼿⼊れのみ業者の⽅に依頼、家の周りの清掃は個⼈で
⾏っている
植⽊屋さんと親族が⾏った時
⼩平のシルバー⼈材センターに依頼（2件）

不詳

便利屋に頼んでいる
草⽊の⼿⼊れのみ業者に委託
草⽊の⼿⼊れを適時に依頼している
近所から電話があればたのんでいる
世帯主が管理することとなっている
⾞庫として使⽤している⼈が草⽊の⼿⼊れは担当していたが、
今は売却予定のため⾞も他へ移動した
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所有者等意向調査 集計結果

図表5-26 質問9集計表

図表5-27 質問9集計グラフ N=136

2件 1.5%
合計 136件 100.0%

質問９回答 件数 割合
Ａ．週に1〜数回程度 5件 3.7%
Ｂ．⽉に1〜数回程度 40件 29.4%
Ｃ．半年に1〜数回程度 36件 26.5%
Ｄ．1年に1〜数回程度 41件 30.1%
Ｅ．数年に1〜数回程度 9件 6.6%
Ｆ．その他（    ） 3件 2.2%
不詳

5件

40件

36件

41件

9件

3件

2件

0件 10件 20件 30件 40件 50件

Ａ．週に１〜数回程度

Ｂ．⽉に１〜数回程度

Ｃ．半年に１〜数回程度

Ｄ．１年に１〜数回程度

Ｅ．数年に１〜数回程度

Ｆ．その他（ ）

不詳

質問9集計件数
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所有者等意向調査 集計結果

図表5-28 質問9その他

※質問8と質問9のクロス集計

図表5-29 質問8と質問9の関係

2〜3か⽉に⼀度

質問９ Ｆ.その他内訳
近所から電話をもらったら依頼している

不祥

質問８
（維持管理）

質問９（頻度）
Ａ．
週に１
〜数回
程度

Ｂ．
⽉に１
〜数回
程度

Ｃ．
半年に
１〜数
回程度

Ｄ．
１年に
１〜数
回程度

Ｅ．
数年に
１〜数
回程度

Ｆ．
その他

不詳 合計

Ａ．⾃ら（所有者、所有者の親族等）⾒
  回り点検・清掃等を⾏っている

5件 37件 28件 27件 2件 1件 1件 101件

1件 0件 22件

Ｃ．その他（           ） 0件 1件 4件 3件 3件 1件

Ｂ．管理業者に委託して⾏っている 0件 2件 4件 11件 4件

136件

1件 13件

合計 5件 40件 36件 41件 9件 3件 2件
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所有者等意向調査 集計結果

図表5-30 質問10集計表

図表5-31 質問10その他

質問１０回答 件数
Ａ．遠⽅に住んでいるため、維持管理ができない 6件
Ｂ．費⽤の問題で維持管理できない 3件

Ｆ．維持管理する気持ちがない 2件
Ｇ．その他（            ） 3件
不詳 0件

Ｃ．⾼齢のため、維持管理したくてもできない 6件
Ｄ．本⼈（⾃分）が施設に⼊所しており、他に維持
  管理する親族等がいない

3件

Ｅ．近い将来（約1年以内）に売却する予定がある
  ため、維持管理する必要がない

4件

合計 27件

質問１０ Ｇ.その他内訳
共有名義なので公平分担出来ないため
⾼齢なのと、体の不調で通院の⾝
所有者より依頼が出ていないので勝⼿に出⼊り出来ない
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所有者等意向調査 集計結果

図表5-32 質問11集計表

図表5-33 質問11集計グラフ N=266

不詳 13件 4.9%
合計 266件 100.0%

Ｄ．平成12(2000)年6⽉以降 5件 1.9%
Ｅ．わからない 24件 9.0%

Ｂ．昭和41(1966)年〜昭和56(1981)年5⽉ 132件 49.6%
Ｃ．昭和56(1981)年6⽉〜平成12(2000)年5⽉ 54件 20.3%

質問１１回答 件数 割合
Ａ．昭和40(1965)年以前 38件 14.3%

38件

132件

54件

5件

24件

13件

0件 20件 40件 60件 80件 100件 120件 140件

Ａ．昭和40年以前

Ｂ．昭和41年〜昭和56年5⽉

Ｃ．昭和56年6⽉〜平成12年5⽉

Ｄ．平成12年6⽉以降

Ｅ．わからない

不詳

質問11集計件数
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図表5-34 質問12集計表

図表5-35 質問12実施時期

図表5-36 質問12集計グラフ N=266

不詳 2件
合計 13件

約20年前 1件
平成若年 1件
増改築の都度 1件

令和3年6⽉頃 1件
平成10年頃 1件
平成25年頃 1件

平成25年10⽉頃 1件
平成30年9⽉頃 1件
令和2年11⽉頃 1件

いつ頃⾏いましたか︖ 件数
平成10年10⽉頃 1件
平成21年10⽉頃 1件

不詳 16件 6.0%
合計 266件 100.0%

Ｂ．耐震改修を⾏っていない 149件 56.0%
Ｃ．わからない 88件 33.1%

質問１２回答 件数 割合
Ａ．耐震改修を⾏った 13件 4.9%

13件

149件

88件

16件

0件 20件 40件 60件 80件 100件 120件 140件 160件

Ａ．耐震改修を⾏った

Ｂ．耐震改修を⾏っていない

Ｃ．わからない

不詳

質問12集計件数
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図表5-37 質問13集計表

図表5-38 質問13集計グラフ N=266

不詳 16件 6.0%
合計 266件 100.0%

Ｅ．把握していない（わからない） 15件 5.6%
Ｆ．その他（         ） 10件 3.8%

Ｃ．危険性はないが使⽤できる状態ではない 31件 11.7%
Ｄ．このままでは危険である 4件 1.5%

割合
Ａ．現在でも問題なく住める(利⽤できる)状態である 127件 47.7%
Ｂ．⼀部改修すれば使⽤できる 63件 23.7%

質問１３回答 件数

127件

63件

31件

4件

15件

10件

16件

0件 20件 40件 60件 80件 100件 120件 140件

Ａ．現在でも問題なく住める(利⽤できる)

Ｂ．⼀部改修すれば使⽤できる

Ｃ．危険性はないが使⽤できる状態ではない

Ｄ．このままでは危険である

Ｅ．把握していない（わからない）

Ｆ．その他（ ）

不詳

質問13集計件数
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図表5-39 質問13その他

【Ｂ．⼀部改修すれば使⽤できる】の改修箇所の内訳
※複数の箇所を回答いただいた場合は複数個所に分けて集計しています。
図表5-40 質問13⼀部改修箇所集計表

質問１３ Ｆ.その他内訳 件数
使⽤しているが、修繕が必要 1件
天井とお⾵呂場を改修すれば住めるかもしれないが、元々が古い家なの
で、⼟台がどうなっているかわからない

1件

家具などの清掃をすこしずつ⾏っている 1件
貸しているので確認できない 1件
物置としての利⽤のみ、⽣活不可能 1件

解体済み 1件
解体中 1件
物置きとしては使える状態 1件

⾵呂 7件 茶の間 1件
床 7件 洗⾯所 1件

現在の居住者に⼀任しているが、⽼朽化は進んでいる 1件
3年前まで問題なく⽣活していたが修理は必要と思われる 1件

質問１３回答Ｂ ⼀部改修箇所 件数

24件
⽔回り 4件

ライフライン 7件 窓 1件
屋根 6件 無数 1件

外壁 4件
室内クリーニング 2件
トイレ 2件

台所 4件 不詳

たたみ 2件
外観 1件
扉 1件

天井 2件
⾬⼾ 2件
⾬どい 2件

脱⾐場 1件
内壁 1件

防⽔ 1件
内装 1件
サッシ 1件
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【Ｃ．危険性はないが使⽤できる状態ではない】
【Ｄ．このままでは危険である】の理由

※複数の理由を回答いただいた場合は複数の理由に分けて集計しています。
図表5-41 質問13使⽤できない理由

不詳 2件

⽼朽化が著しく、改修しても借主が⾒つかるかわからないため 1件
建物を解体し⼟地を売却する予定であるため 1件
ライフラインを⽌めているため 1件

衛⽣環境が良くないため 1件
荷物が積みあがっている ※荷物とは保管しているもの 1件
10年以上使っていないのでわからない 1件

⽼朽化が著しく、改修に費⽤がかかるため 3件
屋根の修理を要するため 1件
耐震改修⼯事がなされていないため 1件

⽼朽化が著しいため 16件
必要な改修箇所が多数あるため 5件
残置物がある ※残置物とはゴミや共有者の荷物などのこと 3件

質問１３回答 件数
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図表5-42 質問14集計表

図表5-43 質問14集計グラフ N=266

合計 266件 100.0%

Ｂ．利活⽤するつもりはない 110件 41.4%
不詳 18件 6.8%

質問１４回答 件数 割合
Ａ．条件次第で利活⽤したい 138件 51.9%

138件

51.9%
110件

41.4%

18件

6.8%

Ａ．条件次第で利活⽤したい

Ｂ．利活⽤するつもりはない

不詳
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図表5-44 質問15集計表

不詳 0件

Ｅ．購⼊者を募集して、売却したい 48件
Ｆ．建物を取り壊して、更地にしたい 13件
Ｇ．その他（                ） 9件

Ｂ．⾃ら（所有者、所有者の親族等）の所有物の保管場所や別荘
  として利⽤したい

23件

Ｃ．親や⼦ども、親族等のために利⽤したい 30件
Ｄ．賃貸物件として利活⽤したい 57件

質問１５回答 件数
Ａ．⾃ら（所有者、所有者の親族等）の居住のために利⽤したい 43件
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図表5-45 質問15集計グラフ

図表5-46 質問15その他

物置として使⽤
検討中
寄付を検討中
売却予定
未定（2件）

質問１５ Ｇ.その他内訳
⽣活資⾦がなくなったら売却したい
親が⽣きている間は売却出来ない
解体予定がある 更地の利⽤⽅法は未定

43件

23件

30件

57件

48件

13件

9件

0件

0件 10件 20件 30件 40件 50件 60件

Ａ．⾃ら（所有者、所有者の親族等）の居住のため

Ｂ．⾃ら（所有者、所有者の親族等）の所有物の保

Ｃ．親や⼦ども、親族等のために利⽤したい

Ｄ．賃貸物件として利活⽤したい

Ｅ．購⼊者を募集して、売却したい

Ｆ．建物を取り壊して、更地にしたい

Ｇ．その他（ ）

不詳

質問15集計件数

に利⽤したい

管場所や別荘として利⽤したい
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図表5-47 質問16集計表

図表5-48 質問16集計グラフ

図表5-49 質問16その他

遺品など⽚付けが終われば、不動産・管理会社を経営している友⼈に依頼したい
あらゆる⽅法で利活⽤したい
現在の居住者の転居が可能となること
通勤に不便なので難しい
未定（2件）
不祥（2件）

不詳 10件

質問１６ Ｆ.その他内訳
取り壊し売却に⼊っている（4件）
所有者の意向しだい
本⼈が処分したがらない

Ｄ．期間を定めて貸し、期間終了後は⾃分で利⽤したい 11件
Ｅ．特に条件はない 30件
Ｆ．その他（               ） 14件

Ａ．修繕や建替え費⽤のめどが⽴てば利活⽤したい 37件
Ｂ．良い条件の借り⼿が⾒つかれば利活⽤したい 46件
Ｃ．⼗分な利益が確保できれば利活⽤したい 48件

質問１６回答 件数

37件

46件

48件

11件

30件

14件

10件

0件 10件 20件 30件 40件 50件 60件

Ａ．修繕や建替え費⽤のめどが⽴てば利活⽤したい

Ｂ．良い条件の借り⼿が⾒つかれば利活⽤したい

Ｃ．⼗分な利益が確保できれば利活⽤したい

Ｄ．期間を定めて貸し、期間終了後は⾃分で利⽤したい

Ｅ．特に条件はない

Ｆ．その他（ ）

不詳

質問16集計件数

第５章

89



所有者等意向調査 集計結果

図表5-50 質問17集計表

図表5-51 質問17集計グラフ

図表5-52 質問17その他

壁床の断熱（後から）の助成があるかどうか知りたい
特になし（5件）
不詳（4件）

質問１７ Ｇ.その他内訳
共有名義でも解決出来る⽅法
不動産屋に相談中（2件）
リフォーム済み
あらゆる⽀援を期待したい
使⽤中です

Ｆ．建て替えやリフォーム費⽤の助成 59件
Ｇ．その他（                     ） 16件
不詳 10件

Ｃ．相続や税⾦問題などに詳しい専⾨家の紹介 33件
Ｄ．建物の耐震性、⽼朽化による危険性診断の⽀援 25件
Ｅ．取り壊し費⽤の助成 54件

質問１７回答 件数
Ａ．様々な相談ができる総合的な相談窓⼝ 47件
Ｂ．建て替えや売却など、建築や不動産の専⾨家の紹介 38件

47件
38件

33件
25件

54件
59件

16件
10件

0件 10件 20件 30件 40件 50件 60件 70件

Ａ．様々な相談ができる総合的な相談窓⼝

Ｂ．建て替えや売却など、建築や不動産の専⾨家の紹介

Ｃ．相続や税⾦問題などに詳しい専⾨家の紹介

Ｄ．建物の耐震性、⽼朽化による危険性診断の⽀援

Ｅ．取り壊し費⽤の助成

Ｆ．建て替えやリフォーム費⽤の助成

Ｇ．その他（ ）

不詳

質問17集計件数

第５章

90



所有者等意向調査 集計結果

図表5-53 質問18集計表

図表5-54 質問18集計グラフ

Ｅ．利活⽤したほうがよいと思うが、具体的な⽅法や⼿順がわから
  ないから

7件

Ｆ．その他（                      ） 38件
不詳 7件

Ｂ．建替えや売却がすでに決まっているから 16件
Ｃ．他⼈には貸し出したくないから 13件
Ｄ．資産として保有していたいから 14件

質問１８回答 件数
Ａ．将来⾃ら（所有者、所有者の親族等）使⽤する予定があるから 31件

31件

16件

13件

14件

7件

38件

7件

0件 5件 10件 15件 20件 25件 30件 35件 40件

Ａ．将来⾃ら使⽤する予定があるから

Ｂ．建替えや売却がすでに決まっているから

Ｃ．他⼈には貸し出したくないから

Ｄ．資産として保有していたいから

Ｅ．利活⽤したほうがよいと思うが、

Ｆ．その他（ ）

不詳

質問18集計件数

具体的な⽅法や⼿順がわからないから
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図表5-55 質問18その他

相続まで保存⾏為しかできないため
住所の関係でそのまま保存しているため
⼟地所有者（親族）が⼟地の売却を決めた時、家から出ていかなくてはならないと
しているため
未定（2件）
不詳（1件）

更地にしても固定資産税が⾼すぎるため
相続税⽀払い予定（6件）
将来⾃宅として使⽤したい意向があるため
親族が居住する予定があるため
都道拡張により駐⾞スペースが削られるため
現状別の住居に住んでいるため

質問１８ Ｆ.その他内訳
検討中（2件）
売却検討中、売却予定（16件）
解体予定
保佐⼈としての管理のため
●●都市計画道路●・●・●号●●●●線上にある為

※⼀部固有名詞等の削除を⾏っています。
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図表5-56 質問19集計表

図表5-57 質問19集計グラフ

Ｇ．その他（                           ） 31件
Ｈ．⾏政等に貸す意向はない 140件
不詳 30件

Ｄ．⾼齢者⽀援サービスのために使うのであれば、貸してもよい 25件
Ｅ．⼦育て⽀援サービスのために使うのであれば、貸してもよい 23件
Ｆ．建物を取り壊して公共⽤地（公園等）として⾏政に使⽤してもらいたい 2件

Ａ．管理を⾏ってくれるのであれば、貸してもよい 45件
Ｂ．⾏政から貸主（所有者等）に助成⾦が出るのであれば、貸してもよい 38件
Ｃ．地域活性化のため使うのであれば、貸してもよい 27件

質問１９回答 件数

45件
38件

27件
25件
23件

2件
31件

140件
30件

0件 20件 40件 60件 80件 100件 120件 140件 160件

Ａ．管理を⾏ってくれるのであれば
Ｂ．⾏政から助成⾦が出るのであれば
Ｃ．地域活性化のため使うのであれば
Ｄ．⾼齢者⽀援サービスに使うのであれば
Ｅ．⼦育て⽀援サービスに使うのであれば
Ｆ．建物を取り壊して公共⽤地として
Ｇ．その他（ ）
Ｈ．⾏政等に貸す意向はない
不詳

質問19集計件数
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Ａ．管理を⾏ってくれるのであれば、貸してもよい

図表5-58 質問19回答A集計グラフ

Ｂ．⾏政から貸主（所有者等）に助成⾦が出るのであれば、貸してもよい

図表5-59 質問19回答B集計グラフ

Ｃ．地域活性化のため使うのであれば、貸してもよい

図表5-60 質問19回答C集計グラフ

Ｄ．⾼齢者⽀援サービスのために使うのであれば、貸してもよい

図表5-61 質問19回答D集計グラフ

Ｅ．⼦育て⽀援サービスのために使うのであれば、貸してもよい

図表5-62 質問19回答E集計グラフ

35件 1件 9件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

有償 無償 どちらでも 未回答

31件 7件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

有償 無償 どちらでも 未回答

21件 1件 5件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

有償 無償 どちらでも 未回答

19件 6件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

有償 無償 どちらでも 未回答

18件 2件 3件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

有償 無償 どちらでも 未回答
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図表5-63 質問19その他

賃貸期間を定めて貸し出したい
親族と相談中
将来⼦育て⽀援や公共⽤地としての活⽤は考えられる
貸し出すにしても改装が必要である
不動産屋に依頼中
現在⼟地を売出し中 その後家屋は取り壊しのため、貸し出せない

質問１９ G．その他内訳
貸出しについて考えたことがない
⾏政等に貸すとして固定資産等どうなるのか不安がある
今後検討していきたい
売却できなければ貸してもよい
売却できなかったら貸すことも検討する

特に考えていない
なし
貸し出すことはできない
未定（2件）
不詳（3件）

どうでもいい
不動産・管理会社（東⼤和市＆⼩平市）を経営している友⼈に依頼する予定
この先どうなるか分からないので考えが及ばない
売却を検討している（7件）
使⽤中
分からない
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図表5-64 質問20回答

庭にあるけやきを保存樹に指定したいが⼿続きがわからない。２年後に引っ越す予定だが、
学童の空き状況を知りたい。
賃借⼈が契約終了後も住み続けている。
利活⽤したいが、なかなか動けない。少しでもサポートしてくれるとありがたいです。
家の中には⽣活していた時の物が残っており、ゴミの⼾別回収など整理が進まない。ゴミ整
理、除却のための業者等の情報が市から得られれば整理が進むか。
両親が苦労して⼿に⼊れた家なので、⽗は亡くなってますが⺟が⽣きてるうちは今のままで
所有したいと思ってはいるのですが、年々家が古くなっていく中で、修繕するお⾦もないの
で屋根が壊れてしまったりしてもそのままにするしかないため近所に迷惑をかけているので
はと⼼配にもなっています。⼿⼊れも、年に数回、草むしりには⾏くようにしてはいます
が・・・。⾃分が⽣活するだけでも精⼀杯なので、どうにもならず、売るしかないかもと
思ってはいますが、売るにしても不動産屋はどこがいいのか、また売った際の税⾦等わから
ない事も多く売ることにも不安があります。
管理や利活⽤者が⼤切に家の内外を扱い、維持してくれる信頼感がほしい。貸さなければ良
かったなどの後悔が起こりにくいような安⼼感がほしい。

 筆、個⼈情報、個⼈の特定につながる情報、固有名詞等の削除を⾏っています。

質問２０回答
現在の所有者は、亡き⺟と●●に住んでる兄の為、私の⼀存では何も決められません。相続
⼈のひとりとしての思いを書きました。
来年中には⼦供の家にするか売却するか決める予定です。

空き家対策特別措置法をわかりやすく解説している⽂献が欲しい。今後の動きも知りたい。
（⼤事な財産なので）相談の窓⼝も知っておきたい。（⾏政）対策補助の条件緩和をお願い
する。

当⽅、⽼⼈となり、家や庭の管理維持に負担を感じている。市としての空家対策を教⽰して
いただければ、それを参考に、今後どうするか決めたいと思っている。（参考情報があれば
良いと考えている）

※原則として回答された⽂字のまま表⽰していますが、⼀部、誤字脱字の修正や加
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突然空き家になり、遠⽅に住んでいるためなかなか⾒に⾏くことができません。植⽊の剪定
と除草以外は維持管理できない状況になっており、近隣の⽅々には申し訳なく思っていま
す。
持ち主が管理できなくなった空き家をサポートする体制があったら良いと思います。（たと
えばオンラインによる相談など）

婚活している2⼈の息⼦がリフォームして居住する予定。

以前空き家相談会等にも何度か参加した事がありますが、賃貸での利⽤は難しいとの事でし
た。
通学路でもあり、コンクリートブロックの塀なども気になっています。
認知症の⺟をこの地域の⽅々に助けて頂きながら介護した経験から、いつか認知症カフェみ
たいな事をしたいという漠然とした夢はありました。
⺟が残した家が地域の⽅の役に⽴つのであれば興味があります。

本件、不動産については、既に●●●への売却が決まっていますが、⼿続が遅れているた
め、現在の状態となっております。具体的な契約締結⽇は分からないとの回答ですが、本年
か年明けになるものと思います。

近所の⽅が「空き家対策委員だ」とかで「⽊が繁っている」「午前6時にタヌキが出る」等
⾔って来た後で、市役所から「近所に迷惑がかかっているのではないか︖」と電話があった
ので「1年に2回以上、植⽊屋さんに剪定してもらって⼿⼊れしています。」と答えました。
その後も毎年⾔われます。税⾦は遅滞なく払い、庭も⼿⼊れしていますから、近所から⽂句
を⾔われる筋合いは無いと思います。市に期待する事はございません。

植栽等の管理を含め、⽉1回程度の巡回を依頼して対応しておりますが、現地へ⾔ってみる
ことができないため現状（まわりのお宅も含めて）を把握しておりません。
周辺地域を将来⾏政、⺠間業者へ利⽤（たぶん売却）してもらうことも含め⼀般論ではなく
⼩平市としての具体的な計画、展望などの勉強会があれば参加します。

本建物は遺産相続により引き継いだものであり、既に売却先が決まっている為、取り壊し済
みで更地⼯事中となっております。
1.共有名義をどう解決するかを教えてほしい。
2.⻘⾊申告会で、相談しても紹介してもらった業者は共有と聞くと引いてしまう。
3.話し合いに応じるようならば、とっくに解決しているはずなのに困ってます。
4.弁護⼠に相談しても、お⾦がかかる事ばかりなので、費⽤がないのです。
5.⾃分達当事者の代で解決したい、次の⼦、孫まで尾を引かせたくない。
6.共有者の1⼈は90才近く、2⼈⽬65才、3⼈⽬62才、早く始末をつけたいです。
7.1⼈が応じない為（話しをする気はないとの事）どうにも出来ません。
本物件は、●●●・●・●号線計画道路にかかっている為、すでに⼟地測量と建物内調査
が、●●●により終了しており、あとは、●●●の意向に従うのみです。
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⾃分で出来る限り、雑草刈、樹⽊の剪定が必要な時期は⽉1回休眠期は少し間を空けて管理
しているが、周りが建て込んでいて落葉にも苦情が来るような所。空家にしていること⾃体
⾯⽩くないらしい。居住していても放⽕や空巣など危険はある訳で、空家でも⼊れる⽕災保
険に加⼊して出来る限り備えている。こちらとしては個⼈の資産であり考えもあるので他⼈
や⾏政に⼲渉してもらいたくない。ケースバイケースと思うが出来る限りのことはやってい
る。⾏政にも近隣にも⼲渉されたくない。

草・⽊などはできる限り⼿⼊れはするが今後のことは特に今時点では考えていない。（どう
なるのかわからないので）
「排気⼝」に、ハトが住む…の件では、お世話になりました。

外出中に不法侵⼊された気配がある。
⽞関ドアの鍵⽳に瞬間接着剤をつめこまれた（近所の⼈によるものと考えられる）。
庭の植⽊の添⽊に孟宗⽵をのこぎりで横⼆つに切られた。（⼣⽅の買物にいっている30分位
の間に）
近所の⼈に⾞椅⼦のおじいさんが出⼊りしているといわれた。⾞椅⼦の知り合いはいない。
（尚、空き家と思われアンケートを送られて不快に思っています。）

⻑い間（10年程）空き家になっていて、活⽤⽅法を考えていました。市に活⽤⽅法が相談で
きたり、⾏政が貸りてくれたり等、税⾦対策も考えたら、対応してもらえる窓⼝があったら
…と思っていました。
この度、たまたま条件が合う⽅が⾒つかったものの、もし、⾒つからなければ、このまま空
き家状態にするしかなったと思います。（固定資産税の関係で）積極的に空き家を市の⽀援
で活⽤できる⽅法を考えて欲しいと思います。ちなみに、他の事で、市窓⼝に相談した時
に、そっけないありきたりの対応で、「悲しく、やっぱり、市役所は表⾯的な対応しかして
くれない所」と思いました。⼼ある市⺠を思う対応を望みます。
⼩平で市が有効活⽤（例えば、地域センターなど賃貸として）して下さるなら（有償で）お
話を伺いたいです。⼟地は売却しません。

建物所有者が●⽉●⽇に他界し、今後の件につき相談中(⼿続き中)私も現地に⾏った事もな
く状況が分からない。

万⼀の財産として使うことがなくなったと判断した時には今の考えでは市に贈呈するのがベ
ストかなと思う。
⾼齢になって多額の税⾦負担が最も⼼配な事なので必要のない時に売却して現⾦を取得する
考えはない。

不安、放⽕などのいたずら。改修、改築建て替えの助成が有るとうれしい。何かをしたくて
も費⽤⾯でつまずいてしまう。

意⾒は無し。（相続から3ヶ⽉のため、本格的にまだ検討していない）
市に⽀援制度があるならば教えてほしい。
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所有者の没後息⼦達に処置を考えてもらうつもりです。
道路計画について、つねに新しい情報を知りたい。（いつ⼯事が始まるかも知りたい）

空家状態のためご近所の⽅にご迷惑をかけていることは⼼苦しく思っております。
本⼈としても⼀⼈暮らしのできる状態（⾝体的）ではありませんが、認知症はなく意志が
はっきりしており「⾃宅へ帰る」つもりでいるため住所も移せない状況です。今後業者など
に年1〜2度家まわりの⼿⼊れを⾏なっていきたいと思っております。

・第三者による家屋⽕付けの懸念。
・近隣住⺠に対する迷惑度。（除草等）
・質問19のF等事前情報が有り認知していれば選択肢の⼀つになっていた可能性有り。

すべて不動産にまかせている。

数年前の寒波で給⽔管が⼆箇所破裂しましたが、修繕費がありません。よって基本給⽔の元
栓は閉めていて、必要な時のみ開きます。
ガスコンロも古くなって買い替えの費⽤がないので使ってません。
2021年に●●●●で●●⼿術した時費⽤が沢⼭かかり、修繕費が賄えません。
携帯も●●で画⾯がひび割れたのをいまだに使⽤してます。
悪質DM業者を排除してください。

ご近所の住宅との関係上、地域活性化の為の使⽤はむずかしいのではと感じています。
家の⻄側が東京都の森林保存地域に隣接しており、落葉及び害⾍対応に悩まされている。

・震度7はあれば⽼朽化している為、危ない不安、現在⽣活している為。
・樹⽊・草刈り等⽀援、介護保険で初めて利⽤したので今後依頼継続したい。

仕事の関係で昼夜逆転⽣活である事、及び、パニック障害の為なかなか⾒に⾏けないのが不
安です。

全ての道筋を考えています。⾊々なことを考えていますが、家の前の私道の関係で何もでき
ないとの事を不動産屋から聞いており、困っています。全ての話を聞く⽤意はあります。

リフォームにあたり助成⾦等あれば詳しく伺いたい。
遠⽅に居るため、現地に⼀度伺おうと思ってはいます。
基本的に⼦供を住まわせたいと思っています。（リフォーム後）

存命中の⺟の意向が確認できないこと、⼦供の間で意⾒が分かれていることから、すぐに貸
し出すことは難しいと思います。荷物も⼤量に残っているので。

今のところ、別宅として利⽤していますが将来、健康でいられなくなった場合、質問19も考
えないわけではないが、荷物の搬出、処分等の件があるのでどうなるかわからないところで
す。
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台⾵・地震等の⾃然災害で第三者に迷惑をかける事。

⼀応住んでなくても出来る保険に加⼊している（⽕災・地震等）が…不在の為⽕災等不安で
ある。庭の⼿⼊れも春夏秋等植⽊屋さん（昔から庭の⼿⼊れをまかせている⽅）が来てくれ
て樹⽊でご近所に迷惑はかけてないと思いますが…空家ということで⼼配ではあります。い
ろいろ⾏政様にも不在という事でご迷惑をおかけいたしますがよろしくお願いいたします。

現在は駐⾞場として使ってますと同時に荷物置場として使⽤してます。

現状売却を予定しているが、隣家の⾨柱が越境しており、⼊り⼝が2mに若⼲⾜りず（登記
簿は2mになっているが3cmほど越境されている）再建築許可が取れない状態。隣家に越境
物の移設を交渉中だが難航している。固定資産税ばかりとられ、売却できない状況なので、
市に相談に⾏く予定。あるいは、登記簿は2mになっているので、再建築を認めてほしい。
（越境には時効があるようで、解決に苦慮している）

遠くに住む家族や親族の集会場所に使⽤していて、相続が発⽣したら⼦供に受け継がせる。
その後は相続した⼦供の判断にまかせる。

建物が古く、取壊ししたいが費⽤が捻出出来ない状況である場合何らかの補助⾦を出してい
ただけると助かります。
空き家にしない⽅法を教えてもらいたい。悩んでもいます。
施設⼊所してから、5年経ちました。私は夫（●●歳）と私（●●歳）で夫が●●●で●年
●⽉●⽇に倒れ、私も歩⾏がうまくいかず、隣接のスーパーでの買いもの、毎⽇の⾷事の仕
度等がやっとの状態です。義姉が●●●⾻折で、病院⼊院の際に⾝内として⾏ってからの付
合いで今迄の⽣活状況が全くわかりません。義姉は全部任せたと云いますが、財産について
は全く話をした事はありません。

空き家を減らして有効活⽤してほしい。
セキュリティーの問題。

我が家は、「空き屋」ではない。
住宅を2つもっている状態である。●●●の住宅の⽅が⻑時間の滞在になっているおり住⺠
票は●●●の⽅に移している。いずれは、⼩平の⽅に住⺠票を戻す予定。
⼦供達も時々訪れて、使⽤したり、様⼦を⾒ている。

庭については近くの⽅のご好意で草取りをしていただいたりでご迷惑をかけています。何と
かしなければと思うのですが考えがまとまりません。（決断できません）

このようなアンケートが、たびたび送られてくるごとに、返事によって何か所有者に不利益
がおこるのではないかと不安になります。
中央線のスピードアップが出来れば通勤が可能になる。

⾃宅を貸すにしても、⽼後に住み続けるにしても室内を整理しきれない時に、⾏政からの援
助として部屋をかたづける⼿伝い等があると気持ちも楽になるが、⻑年住んでいる為、物が
多すぎて捨てる事ができないと⽚づかないと思える。ゴミ屋敷になる前に⽚づけたいが、⾃
分だけでは⽚づけられない。
年と共に上京する回数が減り、家屋が気になっています。
ご近所の⽅が⾒回ってくださり、何かあれば連絡をいただけるので安⼼しています。以前台
⾵の被害が出た時に、⼯務店さんや⼤⼯さんが⾒つからず苦労しました。

耐震⼯事に対する助成⾦の⽀給をお願いしたいです。
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（P67 質問1より）

（P68 質問2より）

（P69 質問3より）

（P70 質問4より）

（P71 質問5より）

 建物所有者の年齢に関する質問では、【80歳代以上】が28.2％と最も多く、次い
で【70歳代】、【60歳代】となっています。【60歳代】、【70歳代】、【80歳代
以上】の合計は79.0％となり、建物所有者の平均年齢が⾼いことがうかがえます。

■約60％の建物所有者等が、現在空き家等であると回答している

 建物の利⽤状況に関する質問では、【使⽤している】が42.5％、【使⽤していな
い、空き家等である】が57.5％であり、約60％の建物所有者等が、当該建物が空き
家等であると回答しています。

■利⽤⽅法は物置き・倉庫が多い

 質問3で【使⽤している】と回答のあった113件のうち、【物置き・倉庫として利
⽤している】が37件と最も多くなっています。次いで【⾃宅として使⽤している】
が34件となっています。

■建物を【毎⽇】使⽤しているは46件で最も多い

４．所有者等意向調査からわかったこと

■建物所有者本⼈の回答が約70％

 アンケートの回答者は、約70％が建物所有者本⼈となっています。それ以外で
は、建物所有者の⼦からの回答が最も多くなっています。

■建物所有者の年齢は、79.0％が60歳代以上

 質問3で【使⽤している】と回答のあった113件のうち、質問5の回答で得た利⽤
頻度については【毎⽇】が46件と最も多くなっています。次いで【週に1〜2回程度】
が19件、【⽉に1〜2回程度】が18件となっています。
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（P73 質問6より）

（P74 質問7より）

（P76質問8、P78質問9より）

（P80   質問10より）

 建物の維持管理については、【⾃ら（所有者、所有者の親族等）⾒回り点検・清
掃等を⾏っている】が66.0％で最も多く、⾃ら維持管理を⾏うケースが多いことが
わかりました。
 また維持管理の頻度については、【1年に１~数回程度】や【⽉に１~数回程度】
が多いことがわかりました。

■建物の維持管理ができない理由は【遠⽅に住んでいる】と【⾼齢】のためが多い

 建物の維持管理を⾏っていない理由に関する質問では、【遠⽅に住んでいるた
め、維持管理ができない】と【⾼齢のため、維持管理したくてもできない】がとも
に6件で最も多く、次いで【近い将来（約1年以内）に売却する予定があるため、維
持管理する必要がない】が4件となっています。

■建物を使⽤しなくなった時期が1年以上のケースが多い

 質問3で【使⽤していない、空き家である】と回答のあった153件のうち、質問6
の建物を使⽤しなくなった時期について、【1年〜5年未満】が63件と最も多く、次
いで【5年〜10年未満】が多くなっています。なお、【1年未満】は8件と少なく、
多くの場合、1年以上空き家等となっていることがわかりました。

■空き家等の理由は【別の住居へ転居したため】が多い

 空き家等となっている理由としては、【別の住居へ転居したため】が34件と最も
多く、次いで【賃借⼈などが退去したため】が33件、【転勤、⼊所等で⻑期不在に
しているため】が22件となっています。

■建物の維持管理は⾃ら⾏っているケースが多い
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（P81 質問11より）

（P83 質問13より）

（P86 質問14より）

（P87 質問15より）

■昭和56年5⽉以前に建築された建物は約6割

 建物の建築年⽉に関する質問では、【昭和41(1966)年 〜昭和56(1981)年5⽉】が
49.6％と最も多く、次いで【昭和56(1981)年〜平成12(2000)年５⽉】が20.3％と
なっています。
 また、昭和56年(1981)5⽉以前に建築された建物が全体の約6割となることがわかり
ました。

■空き家等の建物のうち、約半数程度は問題なく利⽤できる状態

 建物の状態に関する質問では、【現在でも問題なく住める(利⽤できる)状態であ
る】が47.7％と最も多く、次いで【⼀部改修すれば使⽤できる】が23.7％となって
います。約半数程度の建物が利⽤可能な状態にあることが窺えます。
 また、【⼀部改修すれば使⽤できる】の改修箇所の傾向としては、【⽔回り】に
関する回答が多く⾒られますが、様々な箇所の回答がありました。

■約半数の⽅が空き家を条件次第で利活⽤したいと考えている

 空き家の利活⽤に関する質問では、【条件次第で活⽤したい】が51.9％となって
おり、約半数の⽅が条件次第で空き家を利活⽤したい意向を持っていることがわか
りました。

■今後の利活⽤について、賃貸物件としての利活⽤の意向が多い

 今後の利活⽤⽅法に関する質問では、【賃貸物件として利活⽤したい】が57件で
最も多く、⼀⽅で【購⼊者を募集して、売却したい】や【⾃ら（所有者、所有者の
親族等）の居住のために利⽤したい】、【親や⼦ども、親族等のために利⽤した
い】といった回答も多くみられました。
 建物を⼿放すという意向よりも、⾃らが保有したうえでの利活⽤の意向が多いこ
とがわかりました。
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（P89〜90 質問16、17より）

（P93 質問19より）

 利活⽤するうえでの条件に関する質問では、【特に条件はない】が30件であった
⼀⽅で、【⼗分な利益が確保できれば利活⽤したい】が48件、【良い条件の借り⼿
が⾒つかれば利活⽤したい】が46件と利益の確保を重要視する回答が多くみられま
した。
 また、国や都、市に期待する⽀援に関する質問では、【建て替えやリフォーム費
⽤の助成】が59件と最も多く、次いで【取り壊し費⽤の助成】が54件となってお
り、利活⽤には費⽤の問題が関係することがわかりました。

■⾏政等に貸す意向は多くない

 ⾏政等に貸す意向に関する質問では、【⾏政等に貸す意向はない】が140件と最
も多くみられました。また、【建物を取り壊して公共⽤地（公園等）として⾏政に
使⽤してもらいたい】以外の回答はそれぞれ20件から40件程度ありましたが、約8
割の⽅が【有償】での貸し出しを希望しています。

■利活⽤の条件は、費⽤の問題が多い
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１．現地実態調査、所有者等意向調査からの分析

（１）空き家等の概況

（２）空き家等の特徴

（３）⽼朽度・管理不全度

 今回、市が把握している空き家情報等を基に、外観⽬視による現地実態調査を実施
し、515件の建物が空き家等と推定されました。また、空き家等と推定された建物の所
有者等に意向調査を⾏ったところ、113件が「使⽤している」との回答があり、このう
ち、使⽤頻度が1年間で数回以上使⽤している建物が105件となっています。この結果
から、外観⽬視では空き家等の判断をすることは⾮常に難しいことがわかります。
 なお、現地実態調査及び意向調査の結果を合わせ、515件から105件を除いた410件
（※）の建物が空き家等と判定されました。
※国⼟交通省が⽰した「空家等に関する施策を総合的かつ計画的に実施するための基本的な指
   針」に基づき、「空き家等」は概ね 1年間使⽤していない状態のものとして算出している。

 空き家等と推定された建物等の登記簿を調査したところ、昭和38年から昭和47年ま
でに建てられた建物が全体の32.8％と最も多くなっています。これは建築当初、おお
よそ30歳代だった所有者が、現在、80〜90歳代となり、施設への⼊所や相続問題等が
空き家等となっている要因として考えられます。
 ⽬視による外観判定では⼤きな傾きが⾒られた建物1件（※）と⼩さな傾きが⾒られ
た建物1件を確認しました。このほか、屋根、外壁、塀、窓ガラス等に損傷・破損があ
る建物も⼀定数⾒られました。
 また、建物等の管理状況について、雑草・樹⽊の⼿⼊れがされていないところや敷地
外に出ているところが多く確認されたほか、敷地内にゴミ等が放置されているところも
⾒られました。
※令和4年12⽉時点で建物が解体されたことを確認済み。

 現地実態調査の結果から⽼朽度と管理不全度を数値化してA〜Eの5段階で評価したと
ころ、A〜Cの⽼朽化が⾼いと思われる空き家等は8.5％、D〜Eの⽼朽度が低いと思わ
れる空き家等は89.7％でした。前回調査では、A〜Cが8.6％、D〜Eが91.4％となって
おり、⽼朽度はそれほど進⾏していない状況が伺えます。⼀⽅で、管理不全度について
は、A〜Cの管理不全度が⾼いと思われる空き家等は12.4％、D〜Eの管理不全度が低い
と思われる空き家等は85.8％でした。前回調査では、A〜Cが2.9％、D〜Eが97.1％と
なっており、空き家等の管理不全度は、所有者の⾼齢化等に伴い、進⾏している状況が
窺えます。
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調査結果分析

（４）空き家等になった理由

（５）空き家等の維持管理

（６）空き家等の利活⽤について

 所有者意向調査結果によると、条件次第で利活⽤したいと回答された⽅が約半数で、
利活⽤の⽅法としては、賃貸物件としての利活⽤、⾃らの住居や別荘としての利⽤、親
族等のための利⽤のほか、売却による活⽤など、様々な回答がありました。
 利活⽤するための条件として、費⽤に関するものが多いことが特徴となっています。
所有者等の中には、空き家等をそのまま利活⽤したいと考えても、改修等で多額の費⽤
がかかることを懸念し、利活⽤が進まないケースが発⽣していることが考えられます。
また、⼗分な利益が確保できれば利活⽤したいとの回答も多く、利益の確保を重要視し
ている傾向が窺えます。⾃由意⾒の中にも、費⽤に関する記述が⾒られました。
 市では、これらの問題を解決するために、相談体制の構築を図ってまいりましたが、
国や⾃治体に期待する⽀援に関する質問では、総合的な相談窓⼝や専⾨家の紹介を求め
る回答が多かったことから、周知⽅法等の⾒直しやさらなる⽀援の検討が求められま
す。
 ⾏政等に貸す意向に関する質問では、貸す意向はないと回答した⽅が最も多く⾒られ
ましたが、地域貢献に資する利活⽤を選択肢の1つとして回答した⽅も⼀定数⾒られた
ことから、空き家所有者等の多様なニーズに対応できる体制づくりが求められます。

 空き家等になった主な理由について、所有者意向調査結果によると、転居、賃借⼈の
退去、建物の⽼朽化、転勤・⼊所等による⻑期不在、税制上の理由などとなっていま
す。今後、空き家等を使⽤する予定がない場合でも、空き家等を取り壊す際の費⽤⾯で
の課題があり、そのままの状態にしているケースや、施設⼊所等による⻑期不在の場合
でも、⾃宅に戻る意向があるケースが確認できました。

 空き家等の維持管理については、約9割が⾏っているとの回答がありました。また、
頻度については、半年に1〜数回程度以上、⾏っている⽅は約6割いる⼀⽅で、1年に数
回程度以下の⽅は約4割となっており、こまめに管理をしていくことは難しい状況が窺
えます。
 空き家等の管理不全度が進⾏している状況を踏まえると、適正な管理を⾏うために
は、維持管理の頻度を上げることや、管理⼿法を改善することが重要と考えられるた
め、管理代⾏事業者等との連携の推進などが求められます。
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